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○議事日程 

   日程 第 １ 一般質問について（議員提出） 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 
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［午前１０時００分開議］ 

○議長（久保居光一郎）  皆さんおはようございます。 

 傍聴席の皆様方には、朝からお寒い中お集まりをいただきまして、誠にありがとうございま

す。コロナ禍の中ではありますけれども、市政に関心をお寄せいただいていること、議会を代

表いたしまして皆様方に感謝と敬意を申し上げたいと思います。 

 ただいま出席している議員は１７名であります。定足数に達しておりますので、ただいまか

ら会議を開きます。 

 ここで、先日の一般質問において、興野議員の質問に対し答弁漏れがございましたので、農

政課長より追加答弁がございます。 

 大鐘農政課長。 

○農政課長（大鐘智夫）  おはようございます。 

 昨日、興野議員からの御質問に対しまして、２点の答弁漏れがございましたので、本日、答

弁をさせていただきます。 

 まず、１点目です。平成１０年度に国から県に対しての種子事業に対する補助金がなくなっ

たという件でございますけれども、県の主要作物種子事業予算ですが、こちらは平成１０年度

以前は国からの補助金として交付されておりましたが、平成１０年度からは補助金ではなく、

主要農産物種子法を根拠に県への地方交付税に算入されて交付をされておりました。 

 補助金であれば使い方が決まっております特定財源となりますが、地方交付税となりますと、

使い方は特定されておりませんので一般財源となります。国からの支出の方法は変わりました

が、支援は継続しておりました。 

 そして、平成３０年の４月、主要農産物種子法の廃止によりまして、根拠法令がなくなりま

したので地方交付税への算入もなくなりました。 

 原種販売をいたします県としては、財源確保のために今回の原種価格の値上げとなりました

ので、御理解いただければと思います。 

 ２点目です。新聞報道がありました飼料用米などで転作を拡大する農家に、都道府県が独自

支援を講じる場合、国から同額を助成するという件ですが、新聞報道が先行しておりまして、

また１週間前の報道ということもありまして、県にも確認しましたところ詳細な情報はまだ届

いていないということでした。今後、関係機関と情報収集の上、不備がないように対応してま

いりますので御理解をお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

                                    

     ◎日程第１ 一般質問について 
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○議長（久保居光一郎）  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 日程第１、一般質問についてを通告に基づき行います。 

 なお、議会運営に関する申合せにより、質問者の持ち時間を質問と答弁等を含めて６０分ま

でとしておりますことから、議長において時間を計測し、持ち時間の６０分を超えた場合は制

止いたします。 

 また、質問者の通告した予定時間となりましたら質問の終了を求めますので、御了解をお願

いいたします。 

 なお、通告された質問の要旨から想定できない質問内容等の場合には、注意をいたしますの

で、併せて御了解を願います。質問、答弁は簡潔明瞭にお願いいたします。 

 通告に基づき、１２番渋井由放議員の発言を許します。 

 １２番渋井由放議員。 

〔１２番 渋井由放 登壇〕 

○１２番（渋井由放）  皆さん、おはようございます。１２番渋井由放でございます。 

 傍聴席にはこのように多くの応援団か、市長の応援団かというところで烏山のお美しい方々

が勢ぞろいをいただきまして、誠にありがとうございます。ただいま久保居議長より発言のお

許しをいただきました。 

 本日の質問は５点でございます。まず、１点目は議会の解散について。２点目は、庁舎建設

の工程について。３点目が、上水道施設の管理運営について。４点目が、ごみの収集について。

５点目が、烏山運動公園及び緑地運動公園の照明のＬＥＤ化についてということでございます。 

 執行部の皆様におかれましては、明確なる答弁をお願いを申し上げ、質問席より質問いたし

ますので、どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  市長は沼田広域議会議長に対して、何らかの理由があったと思って

おりますけれども、このままでは議会を解散するようですよと、このような話をしたというふ

うに聞いてございます。 

 聞いた本人は、今、議場におりますけれども、どのような法的根拠があって解散をすると言

うのか、これについて伺いたいと思います。 

○議長（久保居光一郎）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  私としましては、法的根拠があって解散をするという言葉を使ったつ

もりはありません。ちょっと人が周りにいまして、うるさいところでお話をしたので聞き間違

いをさせてしまって申し訳なかったなと思っております。 
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 解散というよりも、ちょっとした書類を回収したほうがよいのではないかと思って伝えたこ

とだと思いますので、その辺のところ、もしもでしたら誤解とまた皆さんに御心配をとか御迷

惑をかけたことは申し訳ないと思っていますが、今後、せっかく両輪で動いていますので、そ

ういう疑問がありましたら直接私のほうに確認していただけると一番ありがたいなと思います

ので、皆さんほかの議員の方も、私に対して言葉の間違いがあるかもしれませんので、そうい

うときには、確認をしていただけるとありがたいと思いますので、御注意等もお願いしたいと

思います。 

 今回は申し訳ありませんでした。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  回収と、解散というのを聞き違えたというようなことなのかなと今

の話では思います。 

 それは、言った言わないの話になるので、言わなかったということで物事を進めたいと思い

ますが、ただ、本人から聞くと、もっと細かくいうとインサイダー取引になるので解散と、だ

からインサイダー取引になるので回収と、こういうところの間違いだったのではないのかなと

いうふうに、市長のお話でございますが、私はそれで理解をさせていただくと、こういうふう

にしたいと思います。 

 それで、まず、議会の解散というものが、これ皆さんも一緒に考えていきたいと思うんです

けれども、まず、広域の議会というのは市民の皆様から直接選ばれた議員の中で、そちらにい

っているものですから、多分、広域議会の解散というものはできないんであろうと理解してい

るところなんですが、市長、いかがですか。 

○議長（久保居光一郎）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  当然だと思います。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  そこで、市議会の解散となりますと、議院内閣制ではないので、こ

れは憲法９３条で市長及び議員は直接選挙で選ばれると、こういうふうになっておりまして、

それに基づいて地方自治法でいろいろ細かく決まっているということかなと思います。 

 これを一般的に二元代表制と呼ばれ、車の両輪に例えられていると。これは誰もが知ってい

るところなんですけれども、そういう中で議会を解散するということは、市長の不信任案が可

決されたときと、またそれと同様な事態が発生したときと、こういうふうになっているのかな

というふうに思います。 

 同様な事例というのはどういうことかといいますと、ちょっと調べますと感染症が蔓延して、

それに対する予算を出したときに議会が否決すると、また災害が出たとその復旧の工事費を予
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算を計上したが、否決したと、こんなようなことなんですが、我々は新型コロナウイルス対策

の予算も可決して、もちろん、水害の災害復旧工事も発注なども可決してきているわけなんで

す。 

 そういうことで、もし解散をしたいと仮に思えばそっと言っていただければ、市長の不信任

案をこれは２人で提出できますので、私のほうから誰か誘ってお出しすることができますので、

そういうときはこそっと言っていただければなと思います。 

 それで、その二元代表制ということ、執行部の方もしっかり分かっているのではないかと思

うんですが、私ある断面を捉えて揚げ足を取るわけではないんですが、例えば、今回あれが行

われたんです、表彰式が、市の。そのときに、市の表彰式が行われまして議長は壇上に上った

と。もちろん市長は挨拶すると。ところが、議長は紹介だけに終わったと。 

 私は下で見ていて、あれ、ちょっと二元代表制どうなんかなって。幾らコロナ対策でも、果

たしてどうなんかなと思ったわけですが、市長はその点についてどのように思いますか。 

○議長（久保居光一郎）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  今回、表彰式もやめたらいかがかという御意見がありまして、時間を

短縮しようという発案のもとで行いましたので、ふだんでしたら議員の皆さん方も来賓として

御招待するところを、委員長、それと議長と副議長ということにしましたので、挨拶は簡潔に

ということで省かせていただきました。 

 その辺のところ、御了解いただくすべがちょっと足りなかったのかと思いますのは反省させ

ていただきたいと思います。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  あと、これ私、中山五男様って書いてあるところから借りてきたん

ですが、成人式につきまして、何で借りていきたかというと私こんなの受け取れないよっつっ

て、返したんです。なぜかといいますと、成人式のときに、ここにきちんと書いてありますけ

ど、開会の言葉、こうやって午前の部は那須烏山市の議長が挨拶するということになっていま

して、午後の部は県議会議員が挨拶するとなっているんですよ。 

 議長はといったら、議長は行くんだって言っているんです。市の大体、何というんですか成

人式で我々が行けないのに、何で県議会議員が行って、議長を差し置いて挨拶するんだと、私

はそういうふうにかちんときたんです。 

 やっぱりこれを見ると、二元代表制の理解がなってないと思っているんです。ただ、それは

新型コロナウイルス対策のためだといっても、県議会の議員が挨拶するんではおかしいという

ことで、今はもう、これは直っているわけなんですが、県議会議員が出席できんなら我々議員

だって出席できるだろうと思います。 
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 これについては、もういろいろ流れていますから、今さら文句言うわけではないんですが、

まず、市長に、二元代表制というのをしっかり理解していただいて今後進めていただきたいと

いう要望を伝えたいと思うんですが、市長のお考えはいかがですか。 

○議長（久保居光一郎）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  確かに成人式のほうもお話をいただきましたので変更させていただい

て、確か議長も御挨拶をいただくことになっていると思います。二元代表制ということも、よ

り一層加味させていただいて、必ず議員の皆様にいろんなものに出席していただくように取り

計らうようにさせていただきます。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  ぜひ、地方自治の根幹であります二元代表制、これをしっかり、何

というんですかね、頭に置いておいて、議員も大したことないかもしれませんが、一応選挙に

選ばれて市民のために一生懸命やるんだという、その情熱は市長に負けないこういうつもりで

おります。 

 ぜひ、議会のほうにもしっかり情報なり何なりをしていただきたいと、私は、車の両輪とい

う例えがあるんですけども、市議会と執行部は私オートバイに例えるのが一番いいんじゃない

のかなと思っているんです。 

 車はオートバイと２つありますから、ただ、エンジンは後方の車輪を回すようについている

んです。それで、ウイリーというんです、前の車輪を上げて、うわーっと暴走する、暴走する

という私はそれに今近くなっているんじゃないのかなと、ウイリー市議会と、私、ウイリー執

行部と、こういうふうに呼びたいと思っているんですが、それについては、今後お互いにしっ

かりと話合いをしていくというようなことを約束をさせていただいて、次にいきたいと思うん

ですが、まず、いかがですか。 

○議長（久保居光一郎）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  渋井議員のおっしゃるとおりだと思います。いろんなことを話し合っ

て決めていくということが、議会と執行部の大切な仕事だと思っています。 

 その中に、市民の皆さんの意見を議員の皆さんから吸い上げていくというのが仕事だと思っ

ておりますので、ぜひとも皆さん一人ひとりからたくさんの意見を聞いて、私どものほうに教

えていただき、指導していただくことだと思いますので、今後ともよろしくお願いしたいと思

います。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  それでは、次にいきたいと思うんですが、その前に聞き違いをして

しまった議員がいて、こういうお騒がせになってしまったわけですけれども、まずはお医者さ
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んに行って、耳鼻科でもそういうところでしっかり診ていただくということを、この場でお願

いしまして、次に行きたいというふうに思います。 

 次には、庁舎建設の工程についてお伺いをしたいと思います。 

 中央公園に庁舎を新築するために進入路等の大まかな計画をコンサルタントに依頼しまして、

年度末までには報告書が出来上がる予定となっております。これは、我々議会の中間報告とい

うものを取り上げていただいて、じゃあ議員の疑問または提案、これもしっかり受け止めてい

ただいたと理解しております。 

 そうすると、それについて出来上がってくれば、多分、我々議会のほうに御説明をいただき

ながら進めていくんだろうと思っておりますけれども、その辺の工程についてお伺いを申し上

げます。 

○議長（久保居光一郎）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  その後の庁舎整備のスケジュールについてお答えいたします。 

 先日の沼田議員への答弁と重複いたしますが、庁舎整備の在り方に関しましては、令和２年

３月３０日に市議会庁舎整備検討特別委員会より中間報告がございましたので、議員の皆様の

御意見等を踏まえ、現在、中央公園における庁舎整備の検討資料をコンサルタントに業務委託

している状況でございます。 

 今後は、それら成果品の資料も含めまして、議会特別委員会において御説明させていただき

たいと思っております。また、議会特別委員会からの報告書を踏まえつつ、パブリックコメン

トを実施し、意見等の集約を図り、平時には、まちづくりの拠点施設として、非常時には災害

等の対策司令塔施設として、新庁舎整備を推進し、しかるべき時期に事務所の位置の変更をす

る条例を議会に上程してまいりたいと思いますので、御理解をお願いしたいと思います。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  中間報告を出して、それに対していろいろ調査をしていただいて、

今後、特別委員会に出してもらえると。 

 特別委員会は、沼田前議長を中心として議員全員で今やっているわけですが、そうしますと、

我々は中間報告を出して、この特別委員会にいろんな資料を出してくれると。そこで最終的な

報告書というものを作ってお出しをすると、そういうことによって、パブリックコメントまで

進んでいくと、こういうような流れでよろしいでしょうかね。 

○議長（久保居光一郎）  石川総合政策課長。 

○総合政策課長（石川 浩）  流れとしては、その順番でやっていく予定でございます。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  そうすると、我々議会は最終的な報告書を作るためにしっかりと議
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論をしなければならないという理解を、議員の皆様にも頭の中に入れていただきたいと、こう

いうふうになります。 

 そうすると、今度はパブリックコメントということになります。そうするとパブリックコメ

ント、ここに、パブリックコメント手続実施要綱というのがございます。 

 パブリックコメント等の実施期間は、こういうふうに書いてあるんです、意見の提出期間と

して、云々とあって、３０日以上の期間を定めるものとすると。こういうふうになっておりま

して、３０日とかきちんと区切ってないんです。３０日以上ということになりますと、これは

私は勝手に思うんですが、重要な問題であると思われるので、倍、６０日、簡単にいうと２か

月ですか。そのぐらいを取るべきではないかと思うんですけれども、市長いかがですか。 

○議長（久保居光一郎）  石川総合政策課長。 

○総合政策課長（石川 浩）  問題的には大変重要なことでございますので、３０日という

ことでなく検討していきたいと思いますが、何日かということにつきましては、提案する議会

の日程等もございますので検討させていただきたいと思います。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  この庁舎問題は非常に各市民の皆様が、何というんですか、直接関

係することになりますので、しっかり時間をかけて市民の皆様の御意見を吸い上げて、それで

やるべきであろうと思います。 

 ぜひ何日というあれはないですけれども、せめて３０日ではちょっと足りないのかなと申し

上げたいと思っております。 

 それで、当然、このパブリックコメントやるのには、ここには書いてあるんですけれども、

広報なすからすやま、お知らせ版、ホームページと、そのほかにも、何というか、各庁舎のと

ころに置くとか、そういうことなんですけど、このパブリックコメントは無記名ではできない

ということなんでしょうか。 

○議長（久保居光一郎）  石川総合政策課長。 

○総合政策課長（石川 浩）  通常的には名前を書いてもらうとしていますけども、ちょっ

と制度的には、そこまで記憶してはございません。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  投票するように無記名でやれるようなことがあればいいなと、自分

の意見てなかなか出せないというようなところがあんのかなと思うんです。 

 特に、アメリカの大統領選挙は、今回はバイデンさんが勝ちましたが、前にはトランプさん

が、トランプさんが勝った理由は、隠れトランプというのがいるんだと。だから私は、この庁

舎問題も、隠れ反対がいるのではないかなとこういうふうに勝手に思っているわけです。もち
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ろん隠れ賛成もいるかもしれないと、そういうようなことを考えて、このパブリックコメント

をやっていただければといったって、今すぐ、ああ、いいですよとかそういう話を聞くわけじ

ゃないんですが、提案として申し上げたいと思っております。 

 そうすると、パブリックコメントが、仮に我々の議会が、例えば４月末なり５月末までに報

告書を上げれば１か月程度で、パブリックコメントとなるんでしょうか。 

○議長（久保居光一郎）  石川総合政策課長。 

○総合政策課長（石川 浩）  そこに伴って報告書に伴う、あと財政計画等もありますので、

それらを総合的な勘案した時期に、なるべく早い時期にパブリックコメントをさせていただき

たいとは思っております。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  我々議会も早くそういうことを実施していくということが必要だと

議員全員も理解していただければなと思って、また、ぜひとも、様々な意見を吸い上げていた

だいて議会のほうへ提出していただくようお願いを申し上げて、次は３番の上水道施設の管理

運営について、こういうふうに進めたいと思います。 

 前回の一般質問からつながってくることなんですが、烏山の水道と旧向田の簡易水道、これ

をつないで運営すれば効率的であるとこのように私は考えております。 

 まず、橋に添架されている水道管、これは何に使うんだとこういうふうな話だと、災害のと

きに使えるようにと聞いております。私はつながなければ絶対災害に使えないのかなと思いま

すけれども、その辺についてお伺いをするものでございます。 

○議長（久保居光一郎）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  烏山水道と向田地区の水道施設接続についてお答えいたします。 

 五郎山配水区域と向田配水区域を結ぶ連絡管は、平成１８年度に国道２９４号、江川の新橋

で緊急時の通水を目的として整備されております。 

 この整備工事に併せて、水道事業総合整備計画を策定し、高低差・管の材質・距離等を考慮

した水理解析を行い、常時接続した場合についても検討しておりますが、その結果によると、

残念ながら、現在の五郎山配水池からの自然流下では、旧向田小学校より標高が高い区域にお

いて水圧不足となり供給が難しいと考えております。 

 この区域をカバーするために、増圧ポンプ場を建設すれば可能になると思われますが、災害

時のリスク管理や費用対効果を考慮すると、早期の統合は難しいと考えております。 

 しかしながら、今後向田配水区域の機械器具の更新時期においては、再度検討してまいりた

いと考えております。 

 また、昨年の断水の対応としまして、渋井議員が一般質問で教えてくださっていた連絡管を
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使用することで、森田浄水場が使用不可能になっても、配水ができたことに、議員の御意見で

感謝しております。 

 今後もその御指導を引き続きいただき、施設の適正な管理運営に努めてまいりますので、御

理解のほどお願いしたいと思います。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  褒めてもらっちゃって、この辺かゆいんですけども、まず、これは

何を言わんとしているかというと、境地区に連絡管をつけておりましたが、今回、水害に遭っ

て、連絡管を使いましょうっていったときに水漏れして境地区に、水が行かなかったと。 

 これは大きな問題なんです。これから災害対策の様々な予算がもしかするとつくかもしれな

いですよ、そういうときには予算というかそういうものを使って上手にこういうところをやっ

ていければいいのではないのかな。 

 今さら掘ってつなぐんだというよりは、そういう予算が必ず出てくるのではないのかなと思

うんです。災害対策の予算、ぜひともやってもらいたい。やってもらいたいとか、そういうの

を準備をしてもらいたい。それで、大体、水道管って私が分析すると１メートル当たり１０万

円ぐらいなのかなと思うんです。大ざっぱにですけれども、それで計画を立てていけば、いい

のかなと思います。 

 それで当市の水道というのは、安い水を上げて高く売っているものですから、儲かっている

わけなんです。上下水道課長、もし、分からなかったらいいんですけど、水道事業利益幾らぐ

らいはありましたか。 

○議長（久保居光一郎）  髙田上下水道課長。 

○上下水道課長（髙田 勝）  当決算レベルで、約１億円ぐらいの毎年積み上げがございま

す。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  ５億円ぐらいの売上げでしたか、６億円ぐらいの売上げでしたか、

ちょっと売上げについては。 

○議長（久保居光一郎）  髙田上下水道課長。 

○上下水道課長（髙田 勝）  売上げについては、今把握できない状態です。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  そうなんです、簡易水道と統合したんだよね。前の課長の、都市建

設課長分かりますか。 

○議長（久保居光一郎）  佐藤都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤光明）  すいません、分かりません。 
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○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  大ざっぱに言って、５億円ちょっとかなと思うんですよ。なかなか

今、那須烏山市の企業で、仮に５億円としますよ、５億円売り上げて１億円利益で税金払わな

いという、そんなようなところはないですよね。 

 ですから、様々な投資をして、例えば水漏れとか、安いもんだから何ぼ漏らしてもいいとい

う考えでは、これも問題かなと思うんです。どんどん水は簡単ですから、上げればいいんで、

那珂川の伏流水を、すると非常にきれいな安い水が、塩素ぐらい入れてあと配水すると。こう

いうことで、人口減少がどんどん進む中で、利益を積み重ねるだけではなくて、次に向かった

投資と、こういうものをしっかり。私は何でこの水道のことを言うかというと、水道事業って

特別会計で自分の頭の範囲でやっていけるわけです。かといってあんまり設備投資して、回収

できなくてボツということもありますが、常々、どうやったら経費が浮くのか、どう投資した

らどうかというようなことを考えていただければなと思うんです。 

 なぜかというと、人口減少でどんどん人口減少しています。当初計画したときの水道の何て

いうんですか、能力というのか、例えば、興野につなぐ、下境、上境につなぐ、そして向田に

つなぐってそういうふうな能力があるんだと思っているんですよ。 

 それが給水人口が何人いてどうのこうの、結局そういうことをしっかりして、当市の計画を

立ててっていただきたいと、アセットマネジメントはそのようなものが出来上がっていますの

で、それは、もっと、そこに知恵を絞って、どうやったら浮くかと、ただ古いやつを改修する

んだだけじゃなくてそういうところを考えていただきたいと思うんですが、市長のお考えはい

かがでしょうか。 

○議長（久保居光一郎）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  私も議員時代から渋井議員の御意見をすごくいいなと思っておりまし

たので、別に対応できることはしていきたいと私の中でも思っています。 

 ただ、現実にお金がかかったり、期間がかかったり、あと、起債でいただいているものもあ

りますので、その辺を上手に調整させていただき、御意見等伺いながら進めていきたいと思い

ます。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  市長に、しっかりそういうところをやってもらうといっても市長は

水道のことはなかなか分からないと思いますので、課長以下、しっかりやって市長のほうへ提

案を上げてもらいたいとお願いをいたしまして、次に、行きたいと思います。 

 次は、ごみの収集についてでございまして、これも前から一般質問でお話をさせていただい

ているんですけれども、烏山地区と南那須地区のごみの収集の方法が異なっております。 
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 これは、調査をし、できるだけ少ない回数であれば、お金がかからないのではないかという

ことなんです。そういう調査方法、収集方法について今、検討されているのかどうか、その辺

検討されているとすれば、今どのような方法がいいのかということ、これなぜかというと来年

度に、ちょうど収集の契約が切れるんです。 

 収集の契約が切れるので、来年度にはそういう、例えば収集業者さんなんかともしっかり話

をしながら、あと市民の皆様にも、よく収集方法変わりますようというようなことをやるのに

はちょっと時間が欲しいと。そういう意味では、もう今から検討していただいて、来年度すぐ

には、ある程度出来上がって我々議員にもそういうのを説明してもらいたいと、こういう意味

で質問をさせていただきたいと思います。 

○議長（久保居光一郎）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  新しい収集方法についてお答えいたします。 

 家庭系ごみの収集につきましては、家庭から出されるごみを１５種類に分別していただき、

燃やすごみは原則週２回収集し、有害ごみは２か月に１回、それ以外のごみは月１回の収集と

なっております。 

 年間のごみ収集日数が異なっている点につきましては、これは南那須地区と烏山地区の異な

っている点につきましては、１５種類に分別されたごみに対して、烏山地区と南那須地区の収

集品目の組合せ種類が一部異なっているものであります。 

 ごみの搬入先であります南那須地区広域行政事務組合保健衛生センターは、那珂川町と構成

しておりますので、ストックヤードの関係もあり、同種類のごみの搬入が重ならないようにし

ている点と、ごみの種類ごとの収集量の関係から、収集品目の組合せ種類が異なっていること

が原因であります。 

 収集方法の見直しにつきましては、家庭ごみ収集事業委託業者とも協議し、収集品目の組合

せを模索しております。次期ごみ収集業務委託契約の更新時には調整できるかを調査している

ところでございますので、御理解のほどお願いしたいと思います。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  それで、これは烏山町と南那須町の合併協議会の資料があるんです。

この中にもごみの収集というのをどういうふうにしたらいいかと出ています。これ同僚議員の、

中山議員から、あそこ行けば何でもあると、そこで、それを見るとこういうふうになっている

んです。 

 ごみの排出方法、ごみの分別種類、ごみの収集回収、ごみの収集方法及びごみ処理手数料に

ついては、現行を基本とし合併時までに調整すると。これは、まちづくり課長にも渡してあり

ますけれども、結局なかなかごみなんで調整が難しくてずっと来てたのかなとは思うんですが、
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もう合併して何年になんだけど、１０年以上過ぎてんだけど、１つもできてないというのが私

の思いなんですよ。ただ、烏山のまちの中が、３日から２日なったということがありました。

ただ、それ以外にもっといろいろ考える方法があるだろうとは思っているんです。 

 そこで、提案をしたいと思います。リサイクル率の向上とこういうふうに向けて、まずやる

ということは重要なことでしょうか、まちづくり課長。 

○議長（久保居光一郎）  大谷まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大谷光幸）  おっしゃるとおりで、ごみの削減、リサイクルの推進、と

ても重要でございます。人口減少の中ではありますが、何というかごみ、断捨離みたいなもの

があってなかなかぐっとごみが減っておりませんので、なるべくそういうリサイクル推進です

とかをやりながら、ごみは減らしていきたい、そういうふうに思っております。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  これ私、前にも一般質問で御提案申し上げたんですが、こういうの

できないかもしれませんが、国のほうのやつでビール瓶とか、一升瓶とか、丸正マークという

のがついているんです。特殊容器制度というんです。牛乳瓶なんかもそうらしいです、これを

見ると。 

 この前水害が来たときに、広域行政の保健衛生センターに行きました。水が来たものですか

ら、瓶が浮いて、那珂川の河川に流れていったとは言いませんけど、拾ってくるようになって

しまいますか、竹やぶ辺りにいっぱい一升瓶があるわけなんです。 

 私は、広域行政で一般質問で市長にも申しまして、市長も答弁いただきましたけど、ここは

１メートルぐらい水が来るんだよと。その対策はといったら、台風というのが７日ぐらい前に

来るのは分かっているんで対策を取りますよ。何の対策も取らないで水没したり、瓶が流れた

りという、そのときにぴんと思ったんです。瓶一本５円なんです、この一升瓶。烏山では山あ

げ会館なんか、行ってみればやっぱりどんと一升瓶置いて、これは一升瓶いっぱい出るなと私

は思います。 

 同僚議員のところへ行っても、やっぱり焼酎なんかは一升瓶なんです。結構、一升瓶出すん

だとこういうふうな話をしておりましたので、国が回収して使えるような瓶、これ丸正マーク

特殊容器制度というのがありますので、これせっかく５円の価値があるものですから、そうい

うものを、分別をして、例えば、何だ、あそこに持っていくと置場がないというわけですよ、

保健衛生センターに、そういう問題もあるんだ。 

 大丈夫ですから、こういうものは、社会福祉関係のところへ持っていけば、そこできれいに

整理して売ってもらえばお金になると、私はこういうふうに思うんです。なおかつ多分、本当

かどうか分かりませんけど、こういう二酸化炭素の削減って言いますか、そういうのにつなが
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っていくのではないのかなと思うんですけど、その点についてはいかがですか。 

○議長（久保居光一郎）  大谷まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大谷光幸）  おっしゃるとおりで、やっぱり、リサイクルができるよう

にそもそもつくってあるものですから、そういうような回収を推進をしていきたいというふう

に思っています。 

 育成会の団体回収ですとか、いろいろなことでやっていただいているんですけれども、どち

らかというと瓶よりも、何か、缶の回収とかのが多いような感じがしておりますので、なるべ

くそういったものを回収をして再資源化ができる、使えるものは使える、使っていく、そんな

方向で調整をしていければなと思っておりまして、特にその広域行政の中の専門部会みたいな

会議がございますので、そういったところを通じてお話をしているところでございます。なか

なかすぐに、これをすればというところまではいってないんですけれど、引き続きそういう方

向で調整をしていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  あと、もう１つは、前から一般質問で言っているんですけど、事業

系の廃棄物、これがどうしても入ってしまうのではないのかと考えているんです。 

 事業系の廃棄物、前にはちょっと袋を変えたら、色を変えたらどうだとかというようなこと

を提案したことがございますけれども、この足立区では事業系のごみ用のシールを売っている

ようです。事業系のごみとしてシールを貼れば回収をするというような形になっておるようで

す。 

 ぜひ結局、このごみ処理は、やはりそれなりのお金がかかるので応分の負担をしてもらいた

いと、法律上事業系のごみは自分で処理するんだよってなっているわけですけど、なかなかい

かないと。ただ、そういうシールを販売して、そのシールを目立つところにべたっと貼っても

らうというようなことも、考えていただければ収入のアップとなるのではないのかなと思うん

ですけれども、いかがですか。 

○議長（久保居光一郎）  大谷まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大谷光幸）  足立区のシールのお話は渋井議員からも教えていただいて

おりましたし、内部でも時々そういう話題が上がっています。それ以外にもいろいろな各団体

で何というか面白いというか、いろんなやり方があるようでございます。 

 どんなやり方がというのはまだよく分からないんですけども、やはり、家庭系は家庭系とし

てもちろん削減をして、事業系は事業系としてという方向が正しいと思いますし、おっしゃる

とおり応分の負担、ごみの料金の問題ですとか、いろいろな問題が非常に多くございます。そ
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こは少しずつそういう方向で進めていきたいと考えてございます。 

 以上です。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  あとは分別をしたり、どうやったらリサイクル率を上げるかという

ようなことを考えていただいたりするんですが、あともう１つの方法は回収の機械の方法だと、

こういうふうに考えているわけなんです。 

 これは、まちづくり課長にもお渡ししましたけれども、パッカー車という、ぎゅっと圧縮し

て、生ごみみたいなのをどんどん入れるもの、今、そこの辺に車回っているもの、これ一般的

にパッカー車というんです。回転式でぎゅうっと中に圧縮していくというもの。 

 これは、国土交通省の建設機械等損料表というのがあるんです。それでいうと、供用１日当

たり９,６５０円という値段なんです。続いて、トラック２トン積み、これは、３,４４０円と

いうことになります。そうすると９,６５０円から３,４４０円を引くとおおむね６,０００円

と計算しましょうか。６,０００円と計算すると、今、パッカー車で運ばなければならないと

いうものばかりではないわけです。パッカー車は、ぎゅっと圧縮してどんどん、ふわっとした

ようなもの生ごみみたいなのは当然なんですけど、このパッカー車と２トン車を上手に使い分

けができないかと、そうすると、今１日多分、烏山地区が４台。そして南那須地区が２台で走

っているんでしょうか、パッカー車は。 

○議長（久保居光一郎）  大谷まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大谷光幸）  すいません、確かそうだったと思います。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  多分６台が走っているのではないのかなと思うんです。そうすると、

パッカー車から２トン車にこの設計を変えれば６,０００円の６台ですから、３万６,０００円

１日浮くと、それが２日あれば、７万２,０００円浮くというようなことで、大体１か月この

出動２回ぐらいできるのではないのかなと思うんですよ。１か月７万２,０００円だと、

１２か月あるわけですから、８０何万円浮くのかなというような、そんな口で言っているほど

はそうでもないよと言われるかもしれませんが、こういう使用機械、私は建設屋なんで、今、

砂利屋ですけども、建設屋というか、だからどの機械をどういうふうに使うことが安いんだと

いう計算をしたほうがいいのではないのかと思うんです。 

 その点について考え方として、できるかできないかは別に分からないんですが、ほかでも随

分トラックで回収していますから、ほかの市町では、多分こういうふうになっているのではな

いかなと勝手に思うんですけども、その辺について、課長のお考えを伺いたいと思うんですけ

れども。 
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○議長（久保居光一郎）  大谷まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大谷光幸）  おっしゃるとおりで他市町村で、やっぱりこれを使ってい

るようには聞いておりますので、パッカー車を使ってその瓶を回収する、やっぱりその積込み

のしやすさですとか、下ろしやすさというところもあって、これまでそちらが多かったという

かそれを使ってきた経過があるんだと思います。 

 どうしても、昨日も申し上げましたけれども、ごみは安定的継続的にやるという部分がござ

いますので、そういったものを鑑みながら、今後できる限り合理的な設計方法を考えていきた

いというふうに考えております。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  合併以来いろいろ考えてきていただいたと思うんです。 

 そういうふうになっていますけども、何ひとつ変わってないというのは不思議だなと思うん

で、ぜひともリサイクル率を上げる、瓶に限らず、極端なことを言うと、プラスチックごみで

すとかそういうのを集めたらどうだとか、分かりませんけど、そういうところまで考えていた

だいて、市民の皆様と一緒に、これ、ごみを燃やせば二酸化炭素が増えるとこういう計算にな

るわけなんです。 

 ですから、２０５０年までに二酸化炭素削減すんだと、早々当市は宣言しているんで、それ

は課長の肩にかかっているかなと思いますので、ぜひとも、いろんなことを考えていただいて、

二酸化炭素の削減に向けて頑張っていただきたいとお願いを申し上げて、次にまいりたいと思

います。 

 次は、烏山運動公園及び緑地運動公園の照明についてですけれども、我が市は地方公共団体

ではもう早々と、２０５０年に二酸化炭素削減するというようなことを宣言をしておるわけで

す。 

 そういう中で、私は市民の皆様と一緒になって二酸化炭素削減が体現できるという象徴的な

ものは何だろうなと思ったときに、公園のＬＥＤ化と、これに向けて計画を立てていったらど

うだろうかと。ただこれは、莫大なお金がかかりますから、そうそう簡単にできないのは私も

重々承知はしておるんですけれども、その辺について教育長のお考えを伺いたいと思います。 

○議長（久保居光一郎）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  烏山運動公園及び緑地運動公園の照明のＬＥＤ化ということでお答

えしたいと思います。 

 これまでも議員から照明のＬＥＤ化というのは何回か御質問いただいて検討していると、ま

た、リース等も考えているんだというふうな答弁を課長のほうからしているのは私のほうも記

憶しております。 
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 現在、運動公園の照明につきましては、現在水銀灯を使用しております。御指摘のとおり、

照明をＬＥＤ化することによって消費電力が約２分の１程度になるのではないかと考えられて

おります。 

 これに伴い電気料金及びＣＯ２の排出量も、約２分の１程度の削減効果が得られるものと考

えられます。ＬＥＤ化はできるだけ早期に取り組むべき課題と考えておりますが、残念ながら

市内運動施設は全体的に老朽化しております。 

 議員も御存じのように、照明設備の鉄塔の改修及び塗装に莫大なお金がかかるので年に１本

ずつしかできないというような状況でございます。そうした中で、早期に個別の計画を策定し、

その中で修繕、改修の優先順位を整理しながら、ＬＥＤ化に向けても取り組んでまいりたいと

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  総理大臣も２０５０年までに、二酸化炭素排出ゼロというようなこ

とで、環境大臣も、小泉進次郎さんですけれども、大臣からのメッセージというようなことで

出して、ただお金がなければ何もできませんが、市民と一体になって先ほども申しましたけれ

ども、二酸化炭素が削減されて喜ぶ政策、そういうようなものの象徴を見つけて、市はそうい

うところをしっかり取り組んでいっているんだよ、皆さん、そういうことなんで、例えば、前

に戻りますが、ごみを出すのにもリサイクルなり何なりとそういうふうに協力してくださいね

と、こんなような形で、ごみはごみ、ＬＥＤ化はＬＥＤ化というんじゃなくて、みんなで協力

してやっていこうというようなものをつくりあげていければいいのではないかと。 

 市長はもう常々そういうことを申しておりますよね。みんなで協力してやろうと、ところが

行政がばらばらでは、これは別にやりたいといったって市長がお金つけてくれなきゃできない

という単純に言うとそういう話を今言っているのかなと思うので、ただすぐつけてくれと言う

んじゃなくて、これをじゃあやったら、どのぐらいのお金がかかるんだと。どのぐらいの二酸

化炭素排出するようになる、電気料２分の１という考えですかね。ただ、もう時間なくなっち

ゃいました。今やっているのは、鉄塔を修繕するんです、できるんです、簡単に、そこに足場

をかけるんです。それで、電気が壊れているところを直すんですが、その工事の中で、多分

３分の２ぐらいは足場代なのではないかなと。 

 今日、請け負った建設会社に朝行ってきました。そしたらこれ、ペンキ塗るのと、足場って

幾らなのと言ったら足場が３分の２ぐらいですかねってこういう話。そうなったらついでに電

球替えちゃったらいいよねって思うのは私だけではないのかなと思いますが、課長、今ざっと

話しましたが、大体そんなようなところで間違いはないですよね。 

○議長（久保居光一郎）  菊池生涯学習課長。 
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○生涯学習課長（菊池義夫）  議員おっしゃったとおり、毎年１棟ずつ塗装等も行い交換も

しております。やはり足場のお金というのはやっぱり私の記憶では７０万円ぐらいは１棟でか

けているのかなというふうに思っています。 

 ですから、議員のおっしゃるとおり、私ども、先ほど教育長答弁のとおり進めてまいりたい

と考えています。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  まず、ごみを少なくして、例えば私の提案ですけども、ＬＥＤ化、

そういうことによって、市民の皆様の二酸化炭素削減の意識を高めて那須烏山市ってみんな裕

福なものですから、必死にならないというところがあるのかなあと思うので、ここいら辺のと

ころで、導火線に火をつけて、市長に導火線に火をつけてもらいたいと思うんですが、もう時

間がないんですが、最後、市長のお言葉をいただきたいなと思います。 

○議長（久保居光一郎）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  私も同じように意見をさせてもらっています。足場を組んでいるとき

に、やはり同様に使うことが効率的だというのは意見として述べさせてもらっています。 

 でもなかなか改善できないだけで進めていきたいと思います。いつもの御提案ありがとうご

ざいます。 

○議長（久保居光一郎）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  いいお言葉をもらいました。 

 これで、私の一般質問を終わりにしたいと思います。 

○議長（久保居光一郎）  以上で１２番渋井由放議員の一般質問は終了いたしました。 

 ここで暫時休憩をいたします。再開を１１時１５分といたします。 

休憩 午前１１時０５分 

 

再開 午前１１時１５分 

○議長（久保居光一郎）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 通告に基づき、９番小堀道和議員の発言を許します。 

 ９番小堀道和議員。 

〔９番 小堀道和 登壇〕 

○９番（小堀道和）  皆様、こんにちは。 

 議席番号９番の小堀でございます。一般質問３日目の２番目、最終質問者の１つ前の質問者

です。傍聴者の皆様は議会に足をお運びいただきありがとうございます。 

 毎日猛威を振るうコロナ感染拡大のニュースに驚愕する日々が続いています。本県でも、先
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日２６人、昨日は２４人という多くの感染者が出ました。さらなる拡大を懸念しています。特

に、老人ホームなどの高齢者施設で２件のクラスターが発生しました。命に直結する医療介護

施設関係に対し、一歩踏み込んだ対応が急務であることを強く感じています。 

 今回の一般質問は、市民を元気づけるビジョンづくりについてと、市民の安心と信頼感アッ

プのコロナ対策についての２点について質問します。 

 １時間ほどのお付き合いをよろしくお願いいたします。 

○議長（久保居光一郎）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  それでは、１番目、市民を元気づけるビジョンづくりについて質問い

たします。 

 コロナ問題がおさまらず、なかなか、明るい気持ちになれない毎日ですが、市民を前向きな

気持ちにする我がまちのビジョンづくりについて質問を行うことにしました。 

 私の支援者から、市長が代わって３年が経過しているのに、何もまちを元気づけるような新

しいことが、いまだに出てこない。市長には大きな期待を持っていたのに、何もしないまちで

いいのか、議員は何も動かないのかと意見をぶつけられました。 

 彼いわく、人口がどんどん減少し、確定申告窓口も南那須地区はなくなり、昔からあったま

ちのスーパーもなくなった。直近では、足利銀行南那須出張所もなくなった。さらには大型ス

ーパーやコンビニもなくなるのではないかと思うと寂しい気持ちになる。一体うちのまちはこ

れからどんなまちになっていくのか、どんな寂しいまちになっても、じっと我慢強く耐えるこ

とができる人間になれということなのか笑いながら詰め寄りました。 

 そこで最初の質問ですけども、このような声をどのぐらい聞いているか。また、どのような

感想を持ったかをお聞かせください。 

○議長（久保居光一郎）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  人口減少下に寄せられる声と、その所感についてお答えいたします。 

 第２期那須烏山市まち・ひと・しごと創生総合戦略における目指すべき将来人口は

２０４０年、１万８,０００人、２０６０年、１万２,０００人程度を維持することとしており

ます。 

 この目指すべき将来人口は、出生、死亡といった自然減の抑制や、転入転出といった人口移

動を収束させることで達成が見込まれる目標でございます。今後も、現在のまま、全ての商業

施設、全ての公共施設を残していくことは難しく、市場原理や公共施設等総合管理計画に基づ

き、公共施設の統廃合、複合化、集約化を行っていく必要がございます。 

 しかしながら、議員のおっしゃられたようですが、田野倉地区におきましては、敬愛荘の多

機能型事業所の開設、カワチ薬局の店舗建設、那須南農業協同組合の支店建設、または鴻野山
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地域や三箇地域における子育て支援施設の整備など、様々な施設整備が行われております。 

 議員の御質問の寄せられる声でございますが、商業施設や公共施設の減少、人口減少や高齢

化社会への不安を抱く声は、地域行事や公の会議の場など、様々なところで市民の皆様より私

自身伺っております。 

 所感でございますが、国や県政策との連携を図りながら、市民に対し持続可能な行政サービ

スを提供し、福祉の向上を図っていくことが何より重要であり、基礎自治体の責務であると考

えております。そのためにも、オール那須烏山の体制で最大限の努力を傾注していく必要がご

ざいます。皆さんとともに一生懸命に働いていきたいと思います。 

 まだ成果が見えないというのは、ほんと確かだと思います。災害があったとかコロナとかの

ことではなくても、いろんな面で皆さんに本当によかったねと言われることが、まだあまりに

もないのかなとも私の中で反省をしております。皆さん議員とか、また、市民の人たちととも

に、皆さんがよりよく生活ができるよう進めていくことに、また、御意見等をいただき改善し

ていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（久保居光一郎）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  感想をお聞かせいただきました。 

 それで、この問題は、我が市を魅力ある希望のまちにするために何をするのかというビジョ

ンの問題であり、ビジョンを実現するための方策であり、市民みんなが共有し、実現のために

努力する姿を求めているのだと思います。特に、ビジョンで大切なのは、市民がわくわくし、

未来に明るい希望が持てるものであるかが最も重要だと思います。 

 そこで質問です。現在、こんなまちにしたい。また、こんなまちになりたいというビジョン

は何なのか、確認したいと思います。 

 議員２期目の私が、改めてこのような話を聞くのは、物すごく恥だと思うんですが、今進め

ているコンパクトシティしか思いつかないので、この質問をいたします。 

○議長（久保居光一郎）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  こんなまちにしたいというビジョンについてお答えいたします。 

 厳しい財政状況を直視し、身の丈をしっかり把握しながら、行財政面での自立や自然、歴史

にあふれる豊かな環境の継承、将来の子供たちが夢や誇りを持てるまちづくりに向けて、市民

と行政が知恵を出し合い、時代に合った市をつくり上げることで、総合計画に掲げる基本理念、

「みんなの知恵と協働によるひかり輝くまちづくり」であります。また、総合計画では、目指

すべき将来像として「地域の魅力と活力にあふれる暮らしやすいまち」としております。 

 そのため、５つの基本目標、２０の政策、６２の政策の柱、１１０の重点施策、２４２の重

点施策に関する主要な事業等を設定し、オール那須烏山の体制で事業を進めております。 
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 さらには、まち・ひと・しごと創生総合戦略や、教育、医療、福祉、経済といった部門別の

個別計画において、将来の目指すべき姿を示していることから、それら全てが市のビジョンで

あると思っています。 

 現在策定中でありますが、個別計画の中にはコンパクトシティの実現を図る、立地適正化計

画も位置づけられております。 

 今後も、市民の皆様の対応の中から様々なビジョンを共有を図り、各種計画を推進してまい

りたいと思っています。 

 皆様、議員お一人お一人もいろんな方々から御意見を聞き、こうやって一般質問で私と協議

をさせていただいていることで、全て皆さんとの意見が上がってくると思っております。でも

それに吸い上げられない意見をいろんなところに出向いて聞いているつもりでありますが、足

りなくて、行動に移せていないこともたくさんありますので、その都度に皆さんの御意見をい

ただき、改善し、実際に行動できるよう、実現できるように進めていきたいと思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（久保居光一郎）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  一通りお聞きしました。 

 それで、コンパクトシティについては、新庁舎建設の住民説明会のときに抱き合わせで説明

されました。聞いてくれた市民がわくわくし、未来に明るい希望が持てる内容でなかったと私

は感じました。 

 多くの議員から、コンパクトシティの計画について、どうして現実とあまりにも乖離してい

て実現しそうもない計画に、多くの工数を使い策定するのかとの質問に対し、策定しないと助

成金がもらえないからとの答えでした。本来の志の高いビジョンとはかけ離れた認識であるこ

とに、本市の議員として情けなく正直落ち込みました。 

 本当の意味のビジョンづくりが求められているし、策定しなければならないと思います。こ

の件については、私は何度も要望してきました。コンパクトシティの議員説明会のときにも、

本当のビジョンを策定して欲しいと申し上げました。 

 改めて質問しますけども、市民がわくわくし、未来に明るい希望が持てるビジョンづくりは

必要と考えているか改めてお伺いします。もし必要と考えているとすれば、いつまでに策定し

たいと考えているのかもお伺いいたします。 

○議長（久保居光一郎）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  市民がわくわくし、未来に明るい希望が持てるビジョンづくりについ

てお答えいたします。 

 本市の将来の姿を示すビジョンは、それぞれの分野において相当数ございます。その全てが、
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最終的には市民の福祉向上のためのものと認識しております。各種計画の更新時には、ただ策

定するだけではなく、現状や課題をよく分析し、市民に寄り添って、市民との対話の中から本

市独自のビジョンを示していけるよう努力してまいります。 

 また、市民と行政が知恵を出し合って、時代に合った市をつくり上げていきたいと思ってい

ます。 

 先日、第９回健康寿命を延ばそう！アワードの介護予防・高齢者生活支援分野の自治体部門

において、厚生労働大臣優秀賞を受賞しました。栃木県では自治体では初めてです。そういう

ことを受けたのは、なすからすやま高齢者ふれあいの里の事業であります。 

 この事業も人口減少、高齢化を見据えたビジョンだと思っています。表彰されたのは、９年

ぐらい続いているものですが、ただ市が最初に始めたことでありますが、地域の方々がつくっ

たらどうかという意見をいただき実施させていただきました。それをこれまで皆さんのお力で、

市民の皆さんやボランティアの皆さんのお力でここまで継続し、この表彰につながったものだ

と思います。 

 こういうことで、別にビジョンが低いとか、わくわくしてないわけではないと思います。皆

さん一人ひとり、今日傍聴にいらしている皆さんは、特にいつもいろんなことを考え、わくわ

くをされているのではないかと思います。それを皆さん議員の方々も感じていらっしゃると思

います。ただ、全員が同じ分野でわくわくするということはなかなか難しいと思いますので、

一人ひとりが、楽しくわくわくできる分野を少しずつ広げていくことを努めていきたいと思っ

ております。 

○議長（久保居光一郎）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  ビジョンについての考え方がちょっと違うんですけど、私が言ってい

るのは、それをその上に立つ大きなビジョンです。大きな、こんなものというのはビジョンだ

というふうに思っていますので、今、市長の説明いただいたものは、その中の、ワンオブゼム

というか、そういうものがたくさん広がっているんですよということなんでそれについてもう

少し詳しく質問します。 

 ところで、我がまちには、従来からこんなまちにしたいというビジョンらしきものはあった

と思います。それは人口が減少しても、人が生き生きとしてきらりと輝くまちづくりでした。

そのために、山あげ祭には外国人にも来てもらい、中高生などを巻き込み、英語特区にして輝

かせたい等の筋書があったと思うんです。これが全てじゃないんですけど、筋書があったと思

うんです。 

 しかし、市長は、前の市長の政策について原則として見直して、多くの人の意見を聞いて、

もっと良いものにつくり直すという方針だと私は理解していますけども、合っていますよね。 
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 さて、策定に関して重要な資源として、考慮すべき我がまちのすばらしい点を共有したいと

思います。すばらしい点を生かして、ビジョンづくりができれば、市民の共感度がアップする

からです。 

 まずは、山あげ祭に代表される特筆すべき歴史と文化があることが強みです。さらには、ジ

オパーク構想で明らかにされた地球規模の自然美があります。さらには、そばや天然アユに中

山かぼちゃなどに代表されるおいしい食べ物もそろっています。 

 これらのこと以上に自慢できることは、人情味あふれる人がいっぱいいることです。これは

大きな財産、このことを証明できる事例がたくさんあります。 

 以前にも紹介したと思いますけれども、有機農業をやりたくて、都市部で勉強し、夢をかな

えるためにいろんな場所を探したが、下境に決めて有機野菜づくりを始めた若者がいます。ほ

かの土地では味わえないほど、親切に世話してくれる人情味あふれる土地だと感じたことが決

め手だったと言っていました。 

 同じように、他県から陶芸をやるために全国いろんな場所を求めて探していたところ、烏山

線の大里付近から見た荒川沿いの景色に魅せられて、大和久に土地を求めて開業した陶芸家御

夫妻は、住んでみてやはり人情味のよさを語ってくれました。 

 また、大金台の人たちも同様に、人情味あふれるまちだと言ってくれます。なぜか土着民の

地元の人からは、このような話は出てきません。こんなの当たり前だと思っているからだと思

います。 

 加えて、生活困窮者に食糧を届けるフードバンク活動をしていて、何と心温かなすばらしい

人が多いことかと感動しています。困窮者の方からのありがとうの言葉を伝えることで、その

後ずっと継続して食料を提供してくれる人がたくさんいます。訪問看護を受けているお年寄り

から、うどんが１０束残っているので、喜んでもらえるならば提供したいので取りに来てほし

いと連絡があったり、わざわざ缶詰を箱買いしてまで提供してくれたりと、困窮者に届ける食

料以上の多くの食料が提供される状況を見るにつけ、我がまちの優しい人々の多さを自慢した

くなります。 

 そこで、ビジョンづくりに必要な自慢できるものの一部を紹介しましたが、我がまちの自慢

について、子供たちも含めて多くの意見をまちとしてまとめていると思うんですけども、なる

ほどと誰もがうなずくもの何点か、１点でも２点で紹介いただけますか。 

○議長（久保居光一郎）  石川総合政策課長。 

○総合政策課長（石川 浩）  議員がおっしゃるような歴史、文化におきましては、南那須

地区では、曲田横穴墓、烏山地区では烏山城、また南那須の塙の天祭等あると思います。 

 自然美につきましては、ジオパークに挙げられるような龍門の滝、食については国見のみか



令和２年第８回12月定例会 第４日 

－214－ 

ん等いろいろたくさんあるんだと思います。 

○議長（久保居光一郎）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  特に、子供たちの意見もたくさん出ていると思うんで、そんなことで、

資源としては、たくさん持っているわけです。ですからその辺が生かせるような、その上に立

つ、こなまちというところがつながるとすごく広がる、そういうことになるよという話を今し

ようとしています。 

 ところで、ビジョンを実現するためには、人、物、金が必要だと言われています。人につい

ては、人情味あふれる人がいっぱいいることは分かりますが、有能な人材も必要です。これに

関しては、意欲も能力も高い市の職員がたくさんいることを私は実感しているので問題ないと

思います。 

 次のものについて考えます。可能であれば、ビジョンを象徴するものが欲しいです。羨まし

いと思いますけれども、茂木町の道の駅は、町の職員が多くの活動を道の駅と結びつけて考え

ているんですよと、総務企画常任委員会の視察で訪れたときに職員が言っていました。 

 特に、外からお客さんがたくさん来てくれるという、そういうことについて言っていました。

最近は宇都宮市や高根沢町の道の駅には、規模は違いますがホテルを建設し、お客様に喜んで

もらえる集客センターにしようと知恵を絞っています。 

 まちの集客センター的なものについては、同僚議員が県の南那須少年自然の家跡地に、誰も

が訪れたくなるような特色ある植物公園を民間事業者と共同で建設したらどうかと提案されて

いましたが、まちのシンボルがあると市民は誇りと自信を持つと思います。コロナの間は、今

は夢の話ですが市民の皆様が感じていることなので、あえて紹介しました。そこで、ビジョン

を代表するようなものについての思いがあれば、お伺いいたします。 

○議長（久保居光一郎）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  ビジョンを代表するものについてお答えいたします。 

 一番知っているのは、実は議員ではないかと思っております。先ほど提案されていただきま

したので、ないものを探すよりは本市にある様々な資源のものを最大限に活用し、時代に合っ

た本市の将来像を、いわゆるビジョンを示していきたいと思っています。 

 いろんな方々が逆に来ていただいて、桜の植樹をしていただいたり、蜜蜂を育てていただい

たり、いろんな方がしていただきます。今回キャンプ場を開きたいという方がいたり、ブルー

ベリーの農園をつくりたいという方も名前を挙げていただいております。かなりの方々が興味

を持っておられます。 

 決してビジョンがないわけでもないし、ものがないわけでありません。逆に言ったら、いろ

んなものが多様化している地域なので、これという１つに絞れないのかなと私の中で思ってい
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ます。 

 ビジョンとしては１つに絞れませんが、地域の魅力と活力あふれる暮らしをつくれることは、

私の中では一番かと思っています。そして、人に恵まれている、今回のコロナ騒ぎでも、誹謗

中傷や悲惨なことが起こってないこと自体はこの市の特徴であり、優しさだと思っています。

それを実感しているのは、議員自らだと思うのでこの御質問されているんだと思います。 

 改めて、私の中で身を引き締めてこのビジョンづくり、そしてアピールをしていくというの

も、村上議員や青木議員からもおっしゃられましたので進めていきたいと思います。 

○議長（久保居光一郎）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  今、市長に説明していただいたのは、確かにたくさんの資源があるよ

ということなんです。それを束ねるものを膨らませて、また、新しくつくるとか、そういう必

要性を訴えていますので誤解しないようにお願いします。 

 続いて金について、今の件に付け加えて四季を通して、本当に今言ったような上の物があっ

て四季を通して訪れる、そうすれば、文化面とか歴史だとか食べ物とかみんなつながってどん

どんこういうものが膨らむということになるので、ぜひ、今までもあるというよりもさらにこ

の上のものを求めてください。これはいいですね。 

 お金についてですが、金がなければ前向きなやる気と知恵で解決することが可能だと思いま

すし、人材も育ちます。下手に金があると、全て金で解決しようとするので、途中で挫折する

ことが多い例を私はたくさん見てきました。もちろんお金はないよりあったほうがいいんです

が、金で諦めるなと言いたいです。 

 以上、紹介した多くの資源を駆使して、こんなまちにしたいというビジョンづくりをぜひと

も進めてほしいです。 

 ビジョンづくりでぜひ考えてほしいことがあります。それは、意欲いっぱいの有能な市職員

の能力を目いっぱい引き出すやり方です。議会の一般質問で、議員の拙い提案に対して検討し

ますでなく、それはやりませんと言われるケースが時々あります。私の場合も結構ありました

が、私は気が弱いのでかなり落ち込みます。次の質問時は暗い気持ちになり、よい意見が浮か

ばないこともありますが、先輩議員などは火に油のごとく余計に元気づくので、私も頑張らな

くちゃいけないと思うんです、これは本当ですからね。 

 心配なのは、意欲も能力も高い市職員の提案に対して、同じ即Ｎｏの対応の場合、受ける職

員は意欲をなくしてしまうのではないかと心配になりますが、多分私が敏感過ぎる取り越し苦

労なのかもしれません。 

 どんな提案であっても、たとえノーであっても、なぜそう提案しているのかを聞き出すとな

るほどという内容が含まれていることが多いようです。そんな内容であれば、そのよい部分を
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別の政策の一部に踏み入れて少しでも採用することが可能です。そうした姿勢は部下にダイレ

クトに伝わり、さらにトップを信頼し意欲を持って仕事に立ち向かってくれると思います。ぜ

ひ、即Ｎｏで終わってしまう文化をよい点を取り入れる文化に変えてほしいと思います。 

 こんな話をしているのは、魅力ある希望のまちにしたいというビジョンづくり、市民がわく

わくし未来に明るい希望が持てるビジョンづくりには、常識の延長線でなく、かなり奇抜なア

イデアでないと、今までの範囲内のものしかできないと思うからです。 

 さらには、以前の一般質問で取り上げた我が市役所をＹｅｓ－Ｂｕｔ文化からＹｅｓ－Ｈｏ

ｗ Ｓｕｃｃｅｓｓ文化に変えよう。つまり、各種提案に対して、そうですよね、その後Ｂｕ

ｔ、そうは言っても、何々が難しいのでやりません文化から、そうですよね、難しそうですが

どうすればうまくいくか考えましょう文化に変えようと訴えた内容を再度検討してほしいので

す。そうでないと、すばらしいビジョンは生まれないと思うからです。 

 そこで質問です。すばらしいビジョンづくりも含めて仕事への意欲向上や提案力向上のため

に、トップとしての役割が大切なことを提案しましたが、即Ｎｏで終わってしまう文化を、よ

い点を取り入れる文化、さらにはＹｅｓ－Ｂｕｔ文化からＹｅｓ－Ｈｏｗ Ｓｕｃｃｅｓｓ文

化についての見解を伺います。 

○議長（久保居光一郎）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  Ｙｅｓ－Ｂｕｔ文化からＹｅｓ－Ｈｏｗ Ｓｕｃｃｅｓｓ文化につい

てお答えします。 

 物事を進めるに当たって、できないことを考えるのでなく、できることを成功する方法を考

えることだと思います。改めてとても重要な考え方であり、トップマネジメントとして実践し

ていけるよう努力していきたいと思います。 

 逆に、私の中でそんなふうに思われてたことが心外であり、今後そういうことがないように

検討しますという発言をさせていただきたいと思います。 

○議長（久保居光一郎）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  そうなんですよ。ここで議論しているビジョンづくりとは、「小さい

ながらもきらりと輝くまちづくり」のようなキャッチフレーズづくりではなくて、もちろんそ

れも重要ですが、そのための方策づくりがセットになりますけども、現在進めている重要な方

策、市長が一生懸命話をしてくれましたが、そんなことも修正しながら織り込んでいくことで

よいと思います。ぜひ、組織をまたいで取り組んでいただきたいと思います。 

 以上、いろんな見地から我が町の自慢できることや、すばらしい点について議論しましたが、

現状何もしなければ人口がどんどん減少し、町は寂れていくばかりです。こうなると、市民は、

寂しく元気を失い、ただただ自信を失いながらも我慢強さだけが自慢できるまちになってしま
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います。 

 ぜひこれらの状況を吹き飛ばす魅力ある希望のまち、わくわくし未来に明るい希望が持てる

ビジョンづくり、特に上の分をぜひ膨らましてほしいとそれをお願いして終了いたします。 

 次に、２番目、市民の安心と信頼感アップのコロナ対策についてであります。 

 令和２年１月１５日に国内で初めて発症したコロナウイルス感染は、既に１１か月を過ぎて

も第３波の猛威が拡大中です。 

 フランスを筆頭に、ヨーロッパでは大規模な第２波が押し寄せており、今のままでは日本の

一大イベントである東京オリンピック開催も危ぶまれている状況です。日本人は、先天的に抗

体を持っている人種なので、死亡者が少ないのではないかと学者の先生が見解を述べています

けれども、そうではなく多くの日本人が懸命に感染予防の努力をしているため、日本国内では

爆発的な拡大に至っていないのではないかと思います。 

 しかし、数十人規模のクラスターは全国で頻繁に発生しており、我が市においてもいつその

ような状況になってもおかしくない状況にあります。この問題を難しくしていることは、子供

を含む若者を中心に無症状感染者がたくさんいて、彼らの感染力が強いということなんです。 

 佐野市で発生したクラスターで、多くのＰＣＲ検査を実施して分かったことは、濃厚接触者

として検査した子供が陽性だったにもかかわらず、無症状のため感染日が定義できないという

不思議な現象です。無症状なので、感染予防対策は家庭内では十分取られないために、その子

供からお年寄りが感染してしまうことが佐野市の事例で起きましたが、全国でも同様な事例が

発生しています。 

 現在、我が市では、幸いにもコロナに関しては落ち着いているのと同時に、心配していた台

風も襲ってこないということが不気味であり、余計に不安が膨らんでいるのは私だけでしょう

か。 

 コロナに関しては、栃木県で発生しているのが佐野市や小山市や足利市など南部であり、対

岸の火事との思いから、おびえながらも対策を真剣に考えようとする姿勢が薄れているのでは

ないかと危惧しています。 

 また、コロナを抑え込むためには、ワクチン及び特効薬の開発が必須条件です。ワクチンは

３から４か月で抗体がなくなってしまうので、昨日のニュースでは半年は大丈夫みたいなもの

がありましたけども、どちらにしても抗体はなくなります。そこで５日間ほどで治るインフル

エンザ同様の特効薬のどちらも登場しないと押さえ込めないのです。したがって、年度内まで

には何とかなるなどということは全く期待できずに、今の状態がずっと続くと考えて対策を練

らなくてはならないと思います。 

 そこで、落ち着いている今の状況をプラスに捉えて、先手を打って最悪の事態を想定してや
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るべきと考えて、コロナに関しては３回連続して質問することにしました。 

 最初の質問ですけども、前回の本会議から３か月たちましたけれども、市民の皆様にコロナ

に関して安心感と信頼感を持ってもらうための施策、特に新たに追加した施策及び今後計画し

ているものをお伺いいたします。 

○議長（久保居光一郎）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  新たに追加した施策及び今後の計画についてお答えします。 

 まず、ＰＣＲ検査体制の強化を図るため、塩谷広域行政組合、南那須地区広域行政事務組合、

塩谷郡市医師会、南那須医師会の広域的な連携のもと、１０月２日から地域外来ＰＣＲ検査セ

ンターを設置し運用を開始しております。 

 設置場所は非公開でございますが、３市３町の医療機関でコロナウイルスの感染疑いと診断

された患者が対象で、車で訪れた患者から唾液を採取するドライブスルー方式で行っておりま

す。 

 また、コロナウイルスと季節性インフルエンザの同時期の感染拡大が懸念されることから、

今年度に限ってではありますが、インフルエンザ予防接種の助成を１６歳から６４歳までの市

民に拡大し、医療崩壊を招かないよう対策を講じたところでございます。 

 今後の計画でございますが、新型コロナウイルス感染症を予防できるワクチンが供給された

時点で、国が示す優先順位に従い、接種体制を構築できるよう準備をしてまいる所存でござい

ます。 

 経済対策としましては、新たに那須烏山市新型コロナ感染症防止対策取組支援金を導入いた

しました。この制度は、市内で商工業を営む中小企業者を対象として、感染防止対策を講じる

ために要した費用の一部を支援するものでございます。 

 この制度を利用する事業所は、県の新型コロナ感染症防止対策取組宣言運動に賛同し、取組

宣言書とステッカーの掲出を行っておりますので、市民の皆様にも安心して事業所を御利用い

ただけるものと期待しているところでございます。 

 そのほか、今年度は国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、マス

クや消毒液、サーマルカメラ等の備品の購入や災害時の避難所に設置する、間仕切りや屋内テ

ントを購入するとともに、備蓄品を保管するための防災倉庫を設置いたしました。また、避難

所の感染防止対策を踏まえた、職員による避難所の設置訓練を実施するなど、感染防止策にも

努めてまいりました。 

 これからも広域間の連携を図りながら、状況に応じましたＰＣＲ検査体制等の確立や、市内

の経済の活性化、市民生活の安全・安心を第１に考えて、新型コロナウイルス感染症対策に努

めてまいりますので、御理解のほどお願いしたいと思います。 
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○議長（久保居光一郎）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  いろんなコロナ対策についてお伺いしましたけども、追加質問で、コ

ロナも台風も襲ってこない不気味な状態だと申し上げましたけども、コロナ禍での自然災害時

での避難対策や避難所の利用方法については、住民にお知らせするとの説明を受けましたけれ

ども、回覧板や新聞折り込みなどで配布された記憶がないけれども終わっているのかお伺いい

たします。 

 終わっているとすれば、再発行してもらえないかお願いをしたいと思います。１個ずついき

ます。 

○議長（久保居光一郎）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  今の件についてお答えいたします。 

 まず、７月の文書配布において、全世帯対象に避難啓発リーフレットというのを配布してご

ざいます。これは県が作成したものでございますが、避難の基準である５段階の警戒レベル、

避難先での感染症予防対策、避難行動のフローチャート、避難の際に持ち出すもの、準備品等、

非常にコンパクトにしっかり書かれているものでございます。 

 これは、本市におきましても十分共有し活用できるというふうに判断したため、この後の

１０月、１１月の文書配布において改めて全世帯に配布させていただいております。 

 以上です。 

○議長（久保居光一郎）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  今、課長のほうから話ありましたけども、とにかく１回ぐらい配付し

てもなかなか分かってもらえないということが現実としてあるので、これ質問をしましたので、

ぜひ何度もお願いいたします。 

 それで、同じような質問ですけども、コロナ禍での避難所に関しては、一般的な個々人の感

染予防対策はもちろんですけども、間仕切りとか、人数制限による定員オーバーへの対応とか、

ハンディキャップを持っている人への対応としての福祉避難所対応もどこまで準備ができてい

るか伺います。 

 あともう１つ追加で、さらにハザードマップの見直しをしたものについても配付された記憶

がないので、同様に質問したいと思います。 

 ハザードマップは烏山地区と南那須地区に分かれて策定されているため、見直し地区は烏山

地区なので、南那須地区、私のところにはこないのかなと思っていましたけども、その場合で

も議会の説明があるべきと、こういうふうに疑問を感じたんで、これについても疑問を解くた

めに説明をお願いいたします。 

○議長（久保居光一郎）  佐藤総務課長。 
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○総務課長（佐藤博樹）  まず、最初の間仕切り、人数制限、定員オーバーの件でございま

すが、先ほど市長答弁にもあったとおり、職員による避難所の設置訓練を行ったところでござ

います。 

 基本的には、個人ごとに２メートルの距離を保った場所を確保するということを前提にやっ

ております。収容人数は半分以下になることが想定されますので、まず、安全な場所に住んで

いる親族、友人、そちらのほうにまず身を置いていただくことを第一とし、避難所におきまし

ては、定員がオーバーする際には、ほかの避難所の開設を予定しております。 

 福祉避難所につきましては、もう既に４つの社会福祉法人と協定を結んでおりますので、受

入れについては万全でございます。 

 ハザードマップにつきましては、平成３１年２月に全世帯にハザードマップを配布してござ

います。その後、今年度、中小河川の浸水リスク想定図を栃木県で作成していることから、そ

れを踏まえまして、来年度予算化し、ハザードマップを作成することとしておりますので、こ

れからの作業になります。 

 以上です。 

○議長（久保居光一郎）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  ハザードマップについても、私がそういう認識なのは多分一般市民も

そうと思いますので、あえて質問したので、皆さん、これを契機に分かってほしいなというと

いうことと、ＰＲもよろしくお願いいたします。 

 それで、とにかく無症状の感染者が、全く自覚なしに普通に生活しているケースが高い確率

で起きています。だから、集団でマスクを外し、飲み食い、雑談する状態にコロナウイルスは

忍び寄りクラスターが発生してしまうのです。この事実を考慮すると、いつどこでクラスター

が発生してもおかしくないのです。 

 そこで、私が何度も訴えているのは、命に直結している医療介護施設関係を最優先で対策す

ることです。我が市にある介護施設の状況を調べましたけれども、頭が下がるほどコロナに対

する防護対策を行っています。もしも発症者が出た場合の対応マニュアルも細部にわたり決め

ています。 

 入居者を移す場合も、どの部屋を確保して対応することなどを細かく決めていて、安心感を

覚えると同時に感謝の思いがわいてきます。一方、実際に最前線で働いている従事者に本音を

聞くと、自分が感染した場合の影響を考えると不安感でいっぱいになることを話してくれまし

た。しかし、我々に支援できることは何なんだろうか。そして今のまま何もしないで見ている

だけでいいのだろうかと思うのです。 

 また、医療従事者には感謝と応援の気持ちを届ける活動はいろいろ聞きますけれども、介護
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関係の従事者には思いが薄いのではないかと思いました。 

 そこで、介護福祉関係の従事者への支援のための介護福祉関係の連絡会などを開催し、支援

や感謝の気持ちを伝える活動を行っているのか、また、市長からそのような場を通してメッセ

ージを伝えるべきかと思うんですが、どうでしょうか。 

○議長（久保居光一郎）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  介護福祉関係者への支援や感謝の気持ちを伝える活動についてお答え

いたします。 

 介護福祉関係の連絡会につきましては、市内の介護事業者が任意で組織する那須烏山市介護

サービス事業者連絡協議会がございますが、コロナ禍のために現在活動を休止している状況で

あります。 

 また、那須烏山市と那珂川町、南那須医師会が協働で実施している在宅医療・介護連携推進

事業においては、コーディネーターを中心に多職種で開催する連携会議、情報交換会、研修会、

講演会等を定期的に開催しており、その際には日頃の活動に対する感謝の気持ちを伝えること

としております。 

 市長から、そのような場を通じて、メッセージを伝えるべきではないかという議員の御指摘

につきましては、私も同様に考えておりますので、日頃から感謝の気持ちを伝えております。

また、１００歳訪問とかで訪問している施設もかなりありますので、そういうところでも感謝

を述べさせていただいております。 

 今後も、感染症対応に御尽力いただいている医療機関、介護関係者への敬意をお伝えすると

ともに、メッセージを発信していきたいとも考えておりますので、御理解のほどお願いいたし

たいと思います。 

○議長（久保居光一郎）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  特に、医療介護福祉関係、高齢者がたくさんいますので、やり過ぎて

困るということないぐらいいろいろやっていますので、市長の言葉、感謝の気持ちはすごく力

になると思いますので、よろしくお願いします。 

 それで、矢板市では、介護事業者関係の連絡会には医師会にも入ってもらい、介護サービス

事業者連絡会として充実した活動を実施していると聞いていますけれども、本市においても、

コロナ対応に限らず、充実した活動ができる組織づくりは考えているのかお伺いいたします。 

○議長（久保居光一郎）  水上健康福祉課長。 

○健康福祉課長（水上和明）  介護事業者関係の充実した活動ができる組織づくりについて

お答えします。 

 矢板市の介護サービス事業者連絡協議会では、議員がおっしゃるとおり任意団体として医師、
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歯科医師、担当課長等を顧問として依頼し、助言等を受けられる体制を整えていると伺ってお

ります。 

 本市の介護サービス事業者連絡協議会は、まだそこまでの体制は取られていないものの、那

須烏山市と那珂川町、南那須医師会が協働で実施する在宅医療介護連携推進事業におきまして

は、医師、歯科医師、薬剤師、介護関係者等の代表で構成する多職種連携会議や、さらに警察、

消防等も含めた実務者レベルの情報交換の場として「鮎みの会」を定期的に開催しており、事

業を通じて顔の見える関係づくりが推進され、関係機関の連携強化が図られております。 

 今後も、医療介護連携推進に努めてまいりますので、御理解くださいますようお願い申し上

げます。 

 以上です。 

○議長（久保居光一郎）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  確認ですけれども、矢板市のいいところを見習って、それを取り入れ

るという説明だったということでいいんですね。はい、そうだったかな。 

 じゃあ次へいきます。コロナ感染対策のため、高齢者が閉じ籠もったまま長く生活している

ため、健康を害したり、体力が落ちたりしてけがや病気などを起こしている例を聞いています

けれども、ふれあいの里事業での体力アップ活動等について、現状と今後の取組についての見

解をお伺いします。 

○議長（久保居光一郎）  水上健康福祉課長。 

○健康福祉課長（水上和明）  ふれあいの里事業における、体力アップ活動等についての現

状と今後の取組についてお答えいたします。 

 ふれあいの里事業につきましては、地域の皆様の御協力によりまして、現在、市内１５地区

で開催しております。新型コロナウイルス感染拡大の影響で、２月下旬から７月上旬まで活動

を休止しておりましたが、従事者に対する感染症対策を踏まえた運営方法についての研修会を

経て、７月中旬より順次再開しまして、体操やレクリエーションを通して、筋力低下、閉じ籠

もり、認知機能の低下等の予防を目的に活動しているところでございます。 

 今年度は、市では高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業を県内でも先駆けて取り組

んでおります。そのため、通いの場でのフレイル予防の強化を進めておりまして、再開初日に

はスタッフを含めた参加者全員に健康チェック、１０月より片足立ち等の体力測定を実施して

おります。 

 今後は、これらの結果から、地区ごとに運動機能、口腔機能、栄養等フレイル予防のために

評価すべき項目を選定し、運動指導士、管理栄養士、歯科衛生士等の専門職を派遣しまして具

体的な支援を進めてまいります。 
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 あわせて、現時点で再開を見合わせている地区が２地区あるんですが、そこに対しましては、

参加されていた方へ健康チェックとフレイル予防啓発資料の配布を実施していく予定です。 

 また、感染症対策における免疫力向上のためにもフレイル予防は重要な取組であるため、コ

ロナ禍でございますが、ふれあいの里やいきいきサロン等、安心して運営できる支援を進めて

まいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（久保居光一郎）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  耳にたこですけども、コロナの対応をしながら今言ったような、体力

が落ちないような活動やっていただくということを、大変なんですよね。ぜひ、今の大きな事

業所ばっかりでなく、小さな事業所もありますので、そういうところにも指導してもらえれば

ありがたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 それと、コロナ禍なので高齢者の感染対策として、やはり体力アップ活動が重要と今思って

質問したわけですけども、高齢者の健康アップに有効なのは、みんなで集まって笑顔で会話す

ることと、運動習慣を身につけることをセットで行うことが最も有効だということは、前から

言っていますけれども、これ、でも集まって大声での雑談が難しいので、個々人の運動習慣を

つけることが最も重要だと思っていて、今質問いたしました。 

 そこで、気になるのは、本市の健康マイレージ事業の活動があまり活発でないことなんです。

申込みの人数に近づくどころか、参加人数が前年より少ないことへの対策を伺います。ＰＲは

単に紙ベースで流すだけでは、参加人数は増えません。具体的に参加を促す活動をどうしてい

るのか、一番の参加者増加策は健康診断時だと思います。しかし、今年私が受診した健康診断

時には、健康マイレージの申込書が見当たらないので、健康診断の受付スタッフに聞いたとこ

ろ、理解してもらえず、分からないので市のスタッフに聞いてほしいと迷惑がられてしまいま

した。 

 県の健康診断チームが実施していると思うんですけども、県のスタッフも健康者を増やすと

いう共通の目的があるので、本市の健康マイレージの事前説明をして、参加者を増やす活動に

協力してもらうよう働きかけるべきだと思います。 

 また、マイレージポイント対象の事業を実施するときは、マイレージ申込みを必ず準備して

参加を促すことと、多くの人に呼びかけてもらうよう依頼するなどを実施すべきと思いますが、

既にやっているのか、さらなる活動を考えているのかお伺いいたします。 

○議長（久保居光一郎）  水上健康福祉課長。 

○健康福祉課長（水上和明）  健康マイレージ事業参加を促すための対策についてお答えい

たします。 
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 当市の健康マイレージ事業も今年で４年目を迎え、若い世代の特定健診、がん検診の受診率

向上、健康づくりの課題解消、団塊の世代、特に男性の地域活動を推進する目的で実施してお

ります。 

 ポイント達成者は、１年目５２名、２年目７１名、３年目５７名となっております。ポイン

ト達成者１００名を目標に活動しておりますが、昨年度は台風１９号や新型コロナウイルスの

影響で、各種イベントや教室等の中止が相次いだため、達成者が減少してしまいました。 

 しかしながら、参加者の内訳を見ますと継続参加者は増えてきているため、今後は新規参加

者に利点があるような、そして議員がいつもおっしゃっている参加者がわくわくするような仕

組みづくりを行いまして、参加人数の増加を目指していきたいと考えております。 

 また、今年度は７月にポイント改正を行いまして、また、生涯学習課で行うオクトーバー・

ラン＆ウォークとの連携や、先ほど小堀議員から指摘がありましたけれども、健康診断時に健

康マイレージの申込書を配布するなど取組を行っているところです。 

 今後は、啓発活動の強化に努めることとともに、若い世代の参加が見込めることなどから、

スマートフォンやタブレットで対応できるアプリケーションの導入を検討してまいりたいと考

えておりますので、御理解くださいますようお願い申し上げます。 

 以上です。 

○議長（久保居光一郎）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  ぜひ目標１００人というのは寂しいので、少し考えて２倍にするとか、

そのためにこんなふうにしたいという今のいろんなアイデア、ぜひ、私も相談に乗りますから、

もっとわくわくするようにやりましょう。いいですか。 

 追加の質問ですけども、予定していた時間の関係なんでちょっと１点だけ、この前、教育長

のほうから小中学校のコロナが発生した場合の対応のマニュアルが配布されましたけども、や

っぱり幼稚園、保育園も難しいんですけど、これはいつまでにどんなことで発行するかという

のが一言だけ答えてください。 

○議長（久保居光一郎）  川俣こども課長。 

○こども課長（川俣謙一）  コロナ対応の周知の件なんですが、今までも新しい生活様式等

の対応について周知しているところですが、新型コロナウイルス感染症の感染が広まる一方で

あることも鑑みまして、学校教育からの通知、非常に見やすいものでありますので参考にさせ

ていただき、幼稚園、保育園等の保護者宛てに周知することで進めてまいりたいと思います。 

○９番（小堀道和）  よろしくお願いいたします。 

 それでは、本題のほうに移りますけれども、コロナに負けない健康な体をつくる活動につい

てお伺いしましたけども、命に直結する医療介護福祉関係従事者、特にあまり光が当たってい
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ない介護福祉従事者に対して一歩踏み込んだ対策を施さなくていいのだろうか。いろいろ悩ん

だ末に、本県で一番信頼できる対策を推進しているテレビ解説で著名な倉持インターパーク医

院の倉持先生に直接相談しました。 

 倉本先生は、本当に情熱家でした。コロナに関して、今まで実施した経験を話され、とにか

く発生してから対策するのは、正しい方策ではない。特に、医療介護施設関係では、発生した

ときにはクラスターになり、犠牲者が出てしまった例を示し、出る前に検査をすることで防げ

る例を力説されました。特に先生は、東京医科歯科大卒業なので、多くの先輩、後輩が勤めて

いる病院関係での悲惨な状況を説明されながら、事前の定期ＰＣＲ検査の大切さを話されまし

た。とにかく無症状者をいち早く見つけるためにも、定期ＰＣＲ検査が有効だと訴えていまし

た。 

 先生が支援している那須塩原市については、観光業界なので亡くなっている方のほとんどが

高齢者であることを考えれば、ぜひとも介護福祉関係の定期検査のモデル事業ができないかと

話されました。そのためにも倉持医院では、５人分の検体を混入して実施することで、１人

３,０００円まで下げられるが、これでも高く賛同されないと思うので、さらにさらに下げる

ようにおれも頑張るから、一緒に協力して実現できないかと相談を投げかけられました。 

 大きな介護施設では、従事者も多く勤めの合間に、または休日にインターパークまで自分た

ちが検査に行くにはあまりにも厳しいかなと思いましたけども、スタッフが５人から１０人程

度の小規模施設で、ぜひ検査をしたいとの強い希望がある介護施設であれば実施可能かなと思

いました。 

 正直、こんなに前向きに相談に乗ってくれる先生だと思っていなかったために、このような

うれしい筋書になるとは思っていませんでした。何としても、モデル事業を実現したいと思い

ました。先日、市内の小規模介護施設の責任者の方と話をしました。無症状感染者が多いこと

を考えると、運動会などへ行っても感染していないか不安になってしまうということでした。

モデル事業のような制度をつくってもらえたら本当にありがたく、介護関係ばかりでなく、市

民の皆様に安心感と信頼感を持ってもらえると話してくれました。できれば地元の病院で対応

できればさらにありがたいし、お医者である市長の那須烏山市のうれしいＰＲにもなると思う

と、大いに賛同してくれました。 

 そこで、コロナに対する社会的検査実施の陳情書も出されていますけれども、モデル事業か

ら拡大していく方法で、介護施設従事者への事前の定期検査を実現し、介護関係者の安心感や

一般市民の信頼を大きく向上させるべきと思うが、市長の見解をお伺いします。さらには、地

元の病院対応への期待の大きいけれどもこれも含めて見解をお伺いいたします。 

○議長（久保居光一郎）  川俣市長。 
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○市長（川俣純子）  介護施設従事者への事前の定期検査の実現についてお答えいたします。 

 介護施設従事者への事前定期検査の実施につきましては、感染リスクが高い職業は介護施設

従事者だけには限りません。医療従事者、障がい者等の福祉関係施設関係者、教育関係者等、

人と接する機会の多い職業は多数ございます。 

 それらの方々全てに定期検査を行うことになりますと、費用負担や検査の受入れ体制からも

困難であると考えざるを得ません。現時点では、発熱等症状があり、診断、治療のために検査

を必要とする方に、確実に検査ができる体制を優先させていることが重要と考えております。 

 今後、市内において感染者が多数発生した場合や、クラスターが発生した場合には、国の指

針にのっとり、県の指示のもとに介護施設従事者をはじめ、感染リスクの高い職業従事者に一

斉・定期的な検査が実施できるよう準備を進めている段階であります。 

 地元の病院対応につきましては、地元の病院等において検査体制が整った場合であっても、

まずは症状のある方を優先に検査を実施すべきであると考えております。その後、感染状況を

見ながら、医療従事者や介護施設従事者等の検査を検討してまいりたいと思います。 

 那須塩原市の例を取り上げていらっしゃいますが、やはり、先に発表するよりは、その従事

者の皆さんと御相談をさせていただいて、病院とも協議をさせていただき、医師会とも協議を

させていただき、また医師会となりますと那珂川町も入っていますので、その辺の連携も取り

ながら、その辺は相談させていただき、検査対応をしていきたいと思っています。 

 国や県とも連携していくことで、まず、感染状況や感染症の対応等を注視しながら進めたい

と思います。かなり今回も増えていますので、その状況も見極めていきたいと思いますので、

御理解のほどお願いします。 

○議長（久保居光一郎）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  大体筋書はそうなんですけども、今特定の５人とか１０人のスタッフ

ぐらいのところをモデルでやるということは、これに反対するというか、やらないという理由

は見つからないんです。お金は１０人でも３万円とかそういうお金だし、地元ができたら地元

で行ければ行くのも必要ないし、それでやっぱり介護関係、高齢者がたくさんいるところを一

歩踏み込んでやるということを、これだけのお金と手間ぐらいでできるんであれば、当然、我

がまちのうれしいＰＲになるので、これはやらないということが見当たらないんで、ぜひ検討

してほしいと思います。 

 今、那須塩原市のＰＣＲ検査は１０月後半に実施しましたけども陽性者が出た場合、対応も

含めて公表するということになって、これは風評被害を最小限にしたいと那須塩原市長が明言

してやっています。事前定期検査実施の場合は、本制度を開始する際に陽性者が出たときには

隠さずに対応も含めて明言することで、市民の理解が得られると言っていましたが、倉持先生
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もそのように言っておられました。とにかく隠すことが一番信頼関係をなくしなくしてしまう

からとのことでした。 

 事前定期検査を実施する場合、本制度を開始する際にもしも陽性者が出た場合は公表するこ

とを明言することで、市民に理解されやすく風評被害を最小限に抑えられるよい方法だと考え

ますけれども、これに対しての見解を伺いたいというのと、最後に併せてコロナ対応について

全体の市長の決意を、先ほどのは一般的な話であって、も含めてお聞かせください。 

○議長（久保居光一郎）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  陽性者が出た場合の情報発信についてお答えします。 

 陽性者の情報を公表することは、議員がおっしゃるとおりプラス面もありますが、反面、感

染への不安や恐れから感染した方やその家族に対する心ない差別やいじめといった事態も生じ

るおそれがありますので、ここは重く受け止めていかなければならないと思っています。 

 感染の拡大を防ぐために必要な情報は、市民の皆様に正確にお伝えしていくとともに、情報

の管理は感染者のプライバシー保護等を慎重に検討した上で、県が一元的に行っていることか

ら、市が独自に公表すべきなのではないと考えております。 

 今後のコロナ対応について決意でございますが、まずは常日頃、冷静な行動を心がけ、新型

コロナウイルス感染防止対策に御協力をいただいている市民の皆様に、改めて感謝を申し上げ、

感染を防止するためには、子供から高齢者まで一人ひとりが感染症対策を徹底していかなけれ

ばなりません。 

 ３密回避、手洗いうがい、マスクなど咳エチケット、新しい生活様式を徹底し、市民一丸と

なって、引き続き、新型コロナウイルスの感染防止に尽力していていただけると思います。本

当に本市は、感染者が増えてないことに感謝申し上げることしかありません。本当に市民の皆

様、そして議員の皆様の、そして市の職員、皆さんの対応のおかげだと思っております。本当

に感謝申し上げます。そして、私自身もリーダーとして、皆さんに感染が及ばないよう努力を

していきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

○議長（久保居光一郎）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  コロナウイルスの問題はすぐには解決しなくて、これからもずっと続

くと考えて対応しなければならない問題だと思っています。 

 コロナ禍における避難所の在り方や、高齢者がひきこもりになり健康を害する問題や、健康

づくりによりコロナに負けない体力づくりの大切さなどの問題を質問しました。さらには、ク

ラスターが発生してから取り組むのでは危険性が高い、医療介護福祉関係の中で、介護福祉関

係の事前検査制度を先進技術のある病院と共同して導入する提案をしました。さらには、地元

の病院でも対応できる体制も検討してほしいと提案しました。 
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 コロナに対して一歩踏み込んで対応することで、市民の皆様の安心感と信頼度を向上するこ

とが何より大切であることを確認して、本件の質問を終了しますということなんですけども、

一分あるので、やはり先ほど紹介しましたけども、定期事前の検査をやるというのを効用は東

大の児玉先生も、はっきり言っておりますしデータも出ています。 

 それで、やっぱり、今の死亡者の中で、高齢者がほとんどなんです。それ以下はない。あと

は軽症者８割いたんです。そうすると、どこに一歩踏み込んだ対策をするかというと、やっぱ

りそういうところを抱えている高齢者施設、これをやっぱり起こしてからでは今起きてからと

いう話をしましたが、それでは、遅いと倉持先生ははっきり言われましたので、お金も１０人

のスタッフだったらたった１か月１回だとすれば３万円で済む。地元が、そういう体制ができ

ていればそこに行けばできる。そういうことで、やっぱり市民の皆さんは安心が持てると思う

んです。ぜひそれは、検討してほしいということを残り一秒で強く訴えて終わりにいたします。 

○議長（久保居光一郎）  以上で９番小堀道和議員の一般質問は終了いたしました。 

 ここで暫時休憩をいたします。再開を１時２０分といたします。 

休憩 午後 ０時１５分 

 

再開 午後 １時２０分 

○議長（久保居光一郎）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 通告に基づき、４番荒井浩二議員の発言を許します。 

 ４番荒井浩二議員。 

〔４番 荒井浩二 登壇〕 

○４番（荒井浩二）  議場の皆様、こんにちは。 

 本日は、久保居光一郎議長の許可を得まして、２項目について質問させていただきます。

１つ目が押印の廃止についてであります。２つ目が公共用地の利活用とにぎわいの創出につい

てお話しさせていただきます。 

 それでは、質問者席より質問を行いたいと思いますので、執行部の皆様方には、お手柔らか

な答弁をお願いいたします。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  まず、１つ目の質問ですが押印の廃止について。 

 先の１１月１１日付けの下野新聞一面にて、那須塩原市が政府のデジタル化推進を踏まえ、

行政手続の判こ使用の廃止の動きから、押印廃止を宣言したと報じられました。 

 真岡市でも、２０２１年１月実施による廃止を目指しているとのことであり、押印簡略化の

流れの中、本市における検討と関係する取組についてお伺いいたします。 
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○議長（久保居光一郎）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  押印の廃止についてお答えいたします。 

 押印廃止につきましては、９月１６日に菅内閣が発足してから、政府が特に注力していると

ころであり、１万５,０００ある行政手続上の押印のうち、印鑑証明が必要な不動産登記や法

人登記の申請、自動車の登録など８３の手続を除いて廃止すると河野行政改革担当大臣が表明

し、その動向を注視しているところであります。 

 本市におきましては、押印を求める例規の数は約３１０件ございまして、様式の数は約

１,８００件ございます。そのうち、本人署名の場合は押印の省略が可能とされている例規の

数は、８２件ございます。様式の数は２５８件でございます。 

 割合で申し上げますと、約１４％の例規が本人署名の場合、押印省略可能となっております。 

 この押印省略可能となっている様式の大部分は、平成１７年の合併時に押印について検討を

行い、本人署名の場合は押印の省略を可能とするということを基本に、例規の様式を定めたも

のであります。しかしながら、合併後におきましては、この基本どおりには例規が定められて

いないことが実情でございます。 

 今後におきましても、国、県の動向を踏まえながら、本年発足いたしました那須烏山市法務

能力向上プロジェクトチームで検討を行い、できるものから順次押印廃止を進め、行政手続の

適正化を図って行政サービスの向上に取り組んでまいる所存でございますので、御理解のほど

よろしくお願いいたします。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  庁内でも法務プロジェクトチームというのをつくって今、研究をされ

て、検討もされているということで、本市も予定していると考えてよろしいですか。はい。 

 それでは、そちらに関しては国のほうの動きに追従するような形にはなると思うんですけれ

ども、そちらに遅れることなくスムーズに移行できるように準備だけでもどんどんしていただ

ければ幸いと思います。 

 それで、現在、庁内で行われている必要とされている押印の種類、先ほどまとめて回答いた

だいたのかと思うんですけれども、もちろん、すみません、何種類あるのか改めてお伺いしま

す。 

 その中で、行政手続における押印で、個人や事業所向けの手続というのは何種類くらいにな

るんでしょうか。 

○議長（久保居光一郎）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  業者向けの手続はどのぐらいあるかという数値は、現段階で把握

しておりませんので、調査させていただきたいというふうに思うんですが、先ほど市長の答弁
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の中で、本市において押印を求めている例規という数を３１０ほど述べさせていただきました

が、それはあくまで条例、規則、規程、それに下に来る要綱、要領、そういった類いのものに

なります。 

 以上です。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  先ほども市長の答弁にもありましたが、そのほかにも単純に名前だけ

を示す記名だったり、自筆による署名が必要なものとか、いろいろそういう手続というのがあ

ると思うんですが、そういう押印省略を検討していく中で、押印省略だけでなくて、記名か自

署か、自筆によるものかというのをどんどん区別していかなければならないと思います。 

 それで、例えば上下水道課で、水道の利用開始、停止手続なんかは自筆署名であれば押印が

不要といったものがあったりすると思うんですけれども、そちらで、例えば押印が廃止になっ

た場合は、自筆のみで受けるといったことになるのか、もしくは何かほかの方法が取られるの

か、もし分かればその基本的な考え方を教えてください。 

○議長（久保居光一郎）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  今の上下水道課のほうに振られたんですが、市役所として考えた

ときに、また法律で印鑑、押印を求められているものは、今後の法改正を待って適宜改正して

いくと判断しております。法律、政令、省令、そういった類いです。 

 それ以外、本市で定めている例規につきましては、先ほども合併時に押印省略をするために

は署名、署名行為をした場合は押印省略という基本に当時整理した経過がございます。 

 ただ、その後、署名の場合は押印は要らないといった、きっちりとした形の中で整理をして

いった経過が大分曖昧になっていたことから、今後、押印省略をするために、署名行為をした

場合は押印省略をするということを基本にしつつも、署名行為そのものも要らないのではない

かと思われる部分については、先ほどのプロジェクトチームを基に調査研究して、最低限必要

な処理で済むような、合理化、簡素化を目指していきたいというふうには考えています。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  その中で、本人確認とかを別の書類とかでやったりするんだと思うん

ですが、先ほどから法律や条例で定められているものがあると、何度かおっしゃっているんで

すけども、それらに例えば、どのようなものがあるのか。法律や条例で定められているもので、

それらにどういったものがあるのか、条例において改正が必要なものにはどのようなものがあ

るのか具体的にお伺いします。 

○議長（久保居光一郎）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  まず、本市で定める例規の中の条例の類いになると、基本的には
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実施に向けては規則以下で定めるというのが一般的な例規のつくりでございますので、条例改

正を必要とするものはあまりないと考えてございます。 

 また、法律で定められているものの、一番分かりやすいのが、戸籍法に基づくものは印鑑を

必要とするというような現段階の法律条項になっておりますので、それについては、そういっ

たものは改正していらないとならない限り、なくならないと考えております。 

 以上です。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  今の答弁で、基本的に条例の改正はあまり必要ないとおっしゃってお

りました。もし、そういったもので、議会の可決が必要なものとか、議会もしくは各委員会で

審議していく必要性があるものに関しては、その際は何が市民にとっていい結果を生むのかと

いうこと互いに考えながらやっていければと思いますので、そういったほうの情報共有のほう

よろしくお願いいたします。 

 それで後、今の最初の市長の答弁の中で、合併時において、市長の答弁と総務課長の答弁か

ら、合併時にそもそも取り決められていたものがあると、それらの署名手続に関する取決めと

かそれらの有効性に関するそういった御議論があったと思うんですが、また、そちらちょっと

分かる範囲で教えていただけますか。どういったものが、具体的にあったのかというのを。 

○議長（久保居光一郎）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  署名行為が必要なもので、ゴム印とか記名みたいなのを判で押し

た場合には押印が必要、大きくその２つのくくりで、当時考えていたようですが、行政手続の

中では、許認可権限を要するものがございますので、そういった後々、係争処理で証拠書類と

して必要なものについては、実質署名があれば押印はいらない。また、記名であれば本人確認

が取れませんので、あくまで押印を求める、そういった大きな流れで当時検討されていた経過

がございます。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  それで、押印省略の流れの中で、逆風の判こ業界には何とか乗り切ら

なければならないような厳しい時代の変化ではあると思うんですけれども、判こ文化には、そ

れはそれで独自のよさがあったりとか、そういうことがあったのでここまで国内で利用されて

きたんだと思います。 

 それで逆に、こういった場面には、積極的に判こを使っていきたいといったところはあった

りするのでしょうか。 

○議長（久保居光一郎）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  判こ使っていったりというよりも、ある程度、電子処理をしてい
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るような状況で、判こ、印鑑を求めるまでもないといったものは省略をする傾向がございます。 

 その中では、入札等の手続においても、入札資格申請書等については、今も現在印鑑を求め

てなかったりしているものも幾つかございます。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  電子認証によるような、認証作業を進めていくといったようなお話に

つながるのかもしれないんですが、例えば、よくお役所書類でよくある、決裁区分とおっしゃ

るんですか、書類の上にみんなで判こをばんばんと押していくやつなんですけど、そういった

ものも、今後、本市でシステムを導入するなどして、例えばテレワークにもつながっていくと

思うんですけれども、クラウドでそういう認証作業をすることによって、各課長に直接出向い

たりとか、そういうので御承認を求める必要はなくなりそうですか。 

○議長（久保居光一郎）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  非常に予算が伴うことですので、今後、十分な調査研究の中で、

必要性があればそのような傾向になるかもしれません。 

 以上です。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  こちらは、国の要請による急激な変化だと思いますので、そういった

ことでできれば予算要求なんかを本市のほうから、上のほうにしていっていただければと思い

ます。 

 それで、押印の廃止というのはそもそも何が目的かといえば、行政手続の簡略化による市民

の利便性の向上が目的であると思います。それらを推し進めていく中で、職員の事務作業の簡

略化だったり、働き方改革だったり、ペーパーレスや環境保護、持続可能性云々といったメリ

ットがついてくると思うんですけれども、初めは、不慣れなうちは、煩雑に感じて混乱も生じ

ると予想されるので、忍耐が求められる作業かと思います。 

 その先で、将来的に、文書の廃止や電子申請とつなげていければと考えますが、それらに対

する検討といったものが、今も常にやっているということで間違いないのか確認させていただ

きたいのと、もし何か所見みたいなものがあればお答え願います。 

○議長（久保居光一郎）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  コロナ禍におきまして、特にこういった押印についてはクローズ

アップされておりましたが、本市におきましては、既に押印省略ができるものについては何が

あるかといったものについては、検討した経緯がございます。 

 ただ、実際にそれが実現しているものにつきましては、例えば庁内で完結するようなものに

つきましては、それぞれ押印を廃止したりとか、そういったものはもう現実的に行っている状
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況はあります。 

 今後、荒井議員がおっしゃるような、対外向け、市民向けに対しても、お互いの合理化、効

率化を目指した取組は何がいいかはよく研究してまいりたいと思います。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  今も、庁内でそういった検討や研究が進んで、この先もしばらく取り

組んでいかなければならないんだとやはり思いますが、本市も時代や技術の変化にうまく適応

しながら、生き残っていかなければなりません。 

 また、前回の一般質問でも申し上げましたが、ＩＴ技術の進歩に対応していくための知識や

スキル、ＩＴリテラシーとかって言うんですけれども、そういったものは、私は識字率と同様

に、今後、市民の生活を次のステージへと引き上げて利便性を向上して、既に訪れつつある今

この時代を切り開くための、ひいては国際競争力を維持していくための重要な鍵であると考え

ております。本市も市民に率先して、様々な方法で普及啓発に取り組んでいただければとお願

いして次の質問に移ります。 

 次に、公共用地の利活用とにぎわいの創出についてお伺いいたします。 

 コロナ禍によって、私たちは緊急事態宣言というものを経験して、従前の生活の幸せを遠い

日のように感じながら、今も、おのおのがこの感染症に向き合わされている日々で、外出自粛

などの感染症拡大防止への対策により、本市においても、そもそも人口減少で失われつつあっ

たにぎわいが、さらにコロナ禍の影響で各所で従前のにぎわいが失われてしまいました。 

 そこで、屋外でスポーツを楽しむ身近な場所が少なく、子供の体力低下が取り沙汰される中、

子供や大人が遊んで日頃のストレスを発散し、また市内のにぎわいを創出できるような運動器

具を、例えば駅前広場などに新たに設置することは可能かお伺いいたします。 

○議長（久保居光一郎）  川俣市長。 

○市長（川俣純子）  公共用地の利活用とにぎわいの創出についてお答えいたします。 

 ＪＲ烏山駅前にある多目的広場は、現在、普通財産として管理しております。これらの利用

状況といたしましては、烏山の山あげ行事がユネスコ無形文化遺産に登録されたことを記念し

て開催された冬の山あげ祭、また、ツール・ド・とちぎのスタート会場やまちづくり団体等に

よるイベント開催のために利用されており、市に市有財産貸付申請書を提出することにより貸

付けをしております。また、今年は新型コロナウイルスの影響により延期となりましたが、東

京オリンピック聖火リレーの公共的イベントが予定されておりました。 

 ＪＲ烏山駅前にある多目的広場は、アスファルト舗装されており、一見運動器具を設置しや

すいように感じますが、運動を目的として設置された施設でないことから、運動器具を設置す

るためには、ボール等を使った騒音など周辺住民の理解や、床面に配慮した運動を行う場所と
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しての安全面等についても検討する必要があると思います。 

 今後、ＪＲ烏山駅前の多目的広場につきましては、総合計画をはじめとする各種計画の整合

性を図りながら、策定中の立地適正化計画を踏まえつつ、将来的な公共施設用地の活用を検討

してまいりたいと思いますので、御理解をお願いしたいと思います。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  今回なぜこのような質問をさせていただくようになったかと申します

と、今年の春先くらいに新型コロナウイルス感染症拡大防止策の一環として、３月２日に全国

へ臨時休校の要請が出た後ぐらいの平日の午後だったんですが、仕事でさくら市を訪れまして、

その用事が終わった後に、氏家駅前はどんな感じになっているかなと思ってふらっと回り道を

して訪れてみたんです。 

 そしたら、駅の東口の南側のほうから、子供のにぎやかな声が聞こえてきまして、こんなコ

ロナだなんだって言っている時期に何か催物でもやっているのかなと思って行ってみたんです。

そしたら、駅のすぐ隣に観光協会の建物がありまして、そこの敷地に子供たちがたくさん集ま

って楽しそうに遊んでいたんです。幾つかのグループに分かれて走り回って追いかけっこをし

ていたり、ベンチに座っておしゃべりをしている女の子とか、地べたに向かい合って座って携

帯型ゲームをしていたりとか結構な人数がいて、あんな時期だったのにとても驚きました。 

 その中心に何があるのか、何がこの場の雰囲気を形成しているのかというのよく見ると、そ

この中心にはたった１つバスケットゴールがあったんです。バスケットボールのルールに３対

３で対戦するスリー・オン・スリーというものがあるんです。従来あるバスケットコートの半

分だけを使って行うバスケット競技なんですけれども、それに見合ったハーフコートのバスケ

ットコートがその観光協会の建物の横にありまして、そのバスケットゴールが１本立っている

だけで、あのような子供の遊び場を、コミュニティを成立させるんだなって大変感心しました。 

 私は、旧野上小学校の隣に住んでいるものですから、その光景を見てひどく懐かしい風景を

思い出して、以前からは感じていたんですけれども、これはぜひこのような場を那須烏山市に

もあったらいいなと思ったことがこの質問をさせていただいた直接の契機となりました。 

 そこで、立地もよくて試験的にも様々な取組を行っていると先ほどの答弁でありましたが、

正直あまり利活用が進んでいないように思うＪＲ烏山線烏山駅前にある駅前広場というか多目

的広場と正式におっしゃるんですか、そちらは市で購入して更地になっている、その広場だっ

たりとか、例えばすぐそこにある南那須図書館の隣の保健福祉センターの駐車場あたりに、大

人も子供も遊べるような、例えばなんですけれども、スポーツ競技で特定して言うとバスケッ

トゴールなんかをそれぞれ１本ずつ、要望があれば山あげ会館でもどこでもいいと思うんです

けれども、特別ぜいたくなものとは言いませんので、競技をする方、遊ぶ方が最低限納得でき
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るようなものを設置していただけないかなと要望したいのですがいかがでしょうか。 

○議長（久保居光一郎）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  遊び場の中でも、駅前ということになると、現在多目的広場とい

うような言い方をしていますが、現在はどのような用途にするかというのが定められておらず、

先ほど市長答弁にあったとおり、普通財産ということで一般向けに貸出しもできるというよう

な状況になってございます。 

 あそこにつきましては、様々なイベントでその日だけを使うような位置づけで、今まで何回

かのイベント、山あげ祭、またはツール・ド・とちぎ、あとは、まちづくり団体の１日限りの

イベント等で使用しましたが、やはり周りに民家等がございますので、騒音についてはかなり

注意をしながらイベントしていただくよう促した経過がございます。 

 そのほかの、先ほど南那須図書館の周辺の話も出ましたが、そちらにつきましては今後また、

そのほかのそういう有効活用できるような場所につきましては、所管課と今後また協議はさせ

ていただきたいと思うんですが、駅前につきましてはなかなか今の現段階では難しいなという

ふうに感じております。 

 以上です。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  適切な場所があれば公園、市内にある公園だったり、運動場なんかも

いろいろあると思うんですけれども、なるべく子供たちが自分たちで行って使えるような場所

を見繕って検討していただければいいなと思います。 

 うちの目の前の烏山南公民館のところなんかも、そこなんかも正直やっぱり音が響くという

のはあると思います。私も正直感じているんですけど、私自身はそもそもずっとあそこに住ん

でいるんで、むしろ子供たちが遊んでいる声とか、何かそういうのを聞くと逆に何か安心する

というか、そういったものがあるので、もともとそういう設備の近くだったら割と理解は得ら

れやすいのかと思います。 

 やっぱりそのゴールの設置に関しては、環境や安全面で様々な配慮とか住民の理解が必要だ

と思うんです。例に挙げさせていただいたさくら市でも、それなりにやはり課題といったもの

があるとお伺いしております。 

 何もない町ににぎわいを創出するというのは、そもそも楽なことではないと思いますので、

ぜひ各課で検討して、そういった子供たちが、子供も大人も遊べるような運動設備をつくって

いっていただきたいと思うんですが、それでちょっと話が変わりまして、市内の公共施設の中

には、例えばどのような運動設備があるのかということを教えてください。 

 野球とかサッカーとかバスケットボールとかテニス、ゲートボール、バレーとかあると思う
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んですけれども、屋外にバスケットゴールがあるようなところというのがありますか。 

○議長（久保居光一郎）  菊池生涯学習課長。 

○生涯学習課長（菊池義夫）  屋外のバスケットゴール等については、現在は市内にはござ

いません。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  かつては結構あったように思うんですが、何でなくなったんですか。

もし分かれば。 

○議長（久保居光一郎）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  正直なところ申しまして、以前にもそれほどあったわけではありま

せん。ほとんどなかったと思います。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  昔はそれこそ野上小学校にもありましたし、中央公園なんかにもあっ

たように私は記憶しているんですが、私の勘違いなんですかね、野上小学校には確実にあった

と記憶しております。そこは分かりました。今は取りあえずないということですね。 

 それでは、今度は教育長にお伺いするんですが、学校施設とか体育館の中にはバスケットゴ

ールというのはあると思うんですけども、学校関連施設の屋外にはバスケットゴールというの

は、学校関連施設のほうであるかどうかちょっと確認させてください。 

 あと、コロナ禍では感染症対策への気配りだったりとか、そういったものは必要だと思うん

ですけれども、それらを踏まえた上で、コロナ禍、コロナ禍と言っていますけれども、アフタ

ーコロナというのも見越して、子供たちが外で気軽に遊べる場所や運動設備を市が提供、設置

することに関してはどのように思いますか。 

○議長（久保居光一郎）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  若干、教育長の権限を越えるような話も出てきてしまいますけれど

も、学校の中にバスケットのゴールというのは、別に学校のほうが要求するようなことであれ

ばまたそれは対処したいと、議員の質問にもありましたように、学校はもう体育館の中に必ず

バスケットのゴールは１面ないし、２面シェアできるような形で整備されておりますので、改

めて外にというふうな動きは今ところございません。 

 コロナ後を考えながら、やはり子供たちが集まって遊べるような部分があったらいいなとそ

れは私自身も個人的には思っておりますので、ポケットパークではありませんけれども、その

ような形でバスケットに限らず、集まって遊べるというようなところがあってもよいのではな

いかなと考えております。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 
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○４番（荒井浩二）  教育長にちょっとシンプルな質問で申し訳ないんですけれども、そう

いった設備が、例えば市内の子供の運動能力の低下に抑止をかけるようなきっかけになり得る

かどう思いますか。 

○議長（久保居光一郎）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  仮定の話ですけれども、きっかけにはなると思います。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  それで生涯学習課のほうにお伺いしたいんですが、現在また、私、取

りあえず今回はバスケットボールという競技を例に挙げてそこに焦点を絞ってお話させていた

だいているんですが、正直、どんなような競技でもいいとは思うんです。ただ、あとの項目で

も説明させていただきますけれども、本市というのはバスケットボールにあまり縁がないわけ

ではないんです、そもそも。 

 それで、生涯学習課長にお伺いしたいのは、市内のバスケットボールにおける競技人口だっ

たりとか、設備の需要というものをどのように把握されていますか。 

○議長（久保居光一郎）  菊池生涯学習課長。 

○生涯学習課長（菊池義夫）  バスケットボールに関しましては、体育協会の専門部に１つ

専門部がございますが、現在は、活動があまりされてないのが現状でございます。 

 ミニバスケットボール、いわゆるスポーツ少年団に所属しているチームは、現在、私の把握

しているところでは３チーム、学校開放の施設を利用して活動しております。また、私の聞い

た学校開放施設でも、本当に若い社会人の方たちが中学校の施設を利用して週１回、県の登録

もされて、そんなチームが活動しているというところまでは把握しております。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  ちなみに、今までそういった設備の要望みたいなのあったりしたんで

しょうか。 

○議長（久保居光一郎）  菊池生涯学習課長。 

○生涯学習課長（菊池義夫）  私の知っている範囲では特にはなかったと思います。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  プレーしている人がいて、取りあえずそういう要望はないということ、

以前は、村上議員なんかが烏山中学校でバスケットボール追っかけていたような頃のバスケ部

というのは、とても強かったとお伺いしております。 

 市内にも、先ほども菊池課長のほうからありましたけれども、多くの愛好者の方がいるんで

す。なので、かつての那須烏山市の、当時は烏山町だったかもしれませんけれども、その辺の

栄光とにぎわいを取り戻せるようなスポーツ振興につながれば理想的だと考えております。 
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 それで、バスケットボールというのは皆さん御存じだと思うんですけれども、世界で幅広く

楽しませれている競技なんです。漫画『ＳＬＡＭ ＤＵＮＫ』なんて皆さん聞いたことあるか

もしれませんが、それの国内外での人気というのは私の世代にとってはとてもなじみ深いもの

で、さらに、２０１６年にバスケットボールのリーグ、サッカーのＪリーグみたいなそういう

ものバスケットＢリーグというものが開幕して、その後からかなり全国的にも、また人気が再

燃しまして、日本人初のＮＢＡプレーヤーである田臥選手といった方が、Ｂリーグの初代チャ

ンピオンになった宇都宮ブレックスとかに入っていて、栃木県というのはかなりバスケットボ

ールが盛んなんです。それで残念ながら今年は中止になってしまったんですけれども、昨年は、

スリー・オン・スリー、３対３でやるバスケットボール競技の、世界大会の決勝戦が二荒山神

社の前でど派手に盛大に行われたんです。 

 なので、本市にとってバスケットボールというのは昔から身近でゆかりある競技だと考えて

おります。そんなこんなでいろんなスポーツがあると思うんですけれども、どうせ那須烏山市

でやって手軽にやるのであれば、人数も少なくてできるバスケットボールがいいんじゃないか

なと考えております。 

 そこで、先ほどの答弁の中では、普通財産だから、多目的広場を最初に提案させていただい

て、あちらは公共財産で行政財産でないから普通財産として一般の人に貸し出せるというよう

な話があって、ただ運動設備としては利活用に環境面で住民の理解が得られないかもしれない

から難があるかもしれないということで、保健福祉センターというのはどうなんですか。保健

福祉センターもお答えいただきたいんですけど、ごめんなさいこれ保健福祉センター、に関し

てはどういうようにお答えいただきましたか、保健福祉センターの駐車場。 

○議長（久保居光一郎）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  先ほどの答弁では、関係する課と一度協議させていただきたいと

いうふうにお話ししました。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  あそこはもともとバスケットより、やはり環境面で苦情が出そうなス

ケートボードなんかもやられていた経緯があるので、結構環境的には許容範囲が広いんじゃな

いのかなと考えておりますので、ぜひ、まず、できる場所に１本でもいいからゴールを立てて

いただきたいなと思います。 

 それで、例えばバスケットボール等の運動設備を本市で設置できないのであれば、例えばど

こかの団体が、市が所有する土地を借り上げて、その団体がその設備を設置するといったこと

は可能だったりするんでしょうか。 

○議長（久保居光一郎）  佐藤総務課長。 
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○総務課長（佐藤博樹）  普通財産であれば、その用途が公共性に合致したものになれば、

そういった貸出しは可能かなと思います。行政財産ですとそれなりに、行政財産として管理す

るには設置条例等も必要がございますので、その中でそういった貸付けができる例規の整備に

なっていればそういったことも可能でありますが、現段階ではなかなか行政財産としては難し

いのかなと思います。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  例えば、また視点を変えまして、例えばなんですけど、どこかの善意

ある団体がバスケットゴールを寄附しますといった場合には、市内の市が所有する土地かどこ

かに設置することは可能なんでしょうか。 

○議長（久保居光一郎）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  物による寄附ということになりますので、寄附された方の思いを

現実にするために、そういった設置が可能かどうかは寄附されてから検討することになると思

います。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  寄附するよりは事前に相談はしたほうがいいということですよね、も

ちろん、はい。 

 それで、例えば先日の一般質問の中でも清水川せせらぎ公園改修の話が出まして、答弁の中

で遊具や日陰を確保するとおっしゃっておりました。こちらはＣゾーンでふだんから子供が、

あそこはＣゾーンといいますかね、警察署の前のところは、あそこで遊んでおりますけれども、

やっぱり遊びがかなり限られているように思います。例えばあそこなんかは県が管理している

ものだと思うんですが、あそこなんかどうなんでしょうか。 

○議長（久保居光一郎）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  あそこの施設につきましては、公園として設置条例を基に管理し

てございますので、所管課は都市建設課になりますが、そういった寄贈があった場合にそうい

った場所に設置できるかどうかは、今後検討させていただくということになるかと思います。 

○議長（久保居光一郎）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  今、佐藤総務課長が申し上げたとおりですが、ただあそこが下が芝

生ですので、バスケットゴールだけぽつんと立てても、全然あの場、スリー・オン・スリーな

んていうのはできませんので、どうしてもあそこにコンクリートを打たなきゃならないとか、

かなり用途変更とか、その他工事も関わりますし、あとバスケットについては、映画とかドラ

マで、皆さん御存じのように必ず高いネットで囲ってあるんです。 

 ですから駐車スペースがあるようなところでは、とても、きちんとした覆いをかけなければ
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なりませんので、そういった部分では、バスケットボールが大きくて重いんで、１回どんと当

たっただけでかなり、またこちらで事故があって保険で対応しましたなんていうおしかりを受

けるような話になってしまうのが目に見えておりますので、そういった部分については十分考

えて設置しなければならないと思っています。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  Ｃゾーンに限らず、今後、改修予定のＢゾーンだったりとかは、グラ

ウンドというか地面の改修にある程度手が加わると思うので、もしかしたら、それがいいタイ

ミングに、場所がちょっともうあそこ広く使いたいということがそもそもあると思うんで場所

の選定というのは難しいかもしれませんが、ちょっと検討だけはしていただきたいなと思いま

す。 

 それと今の教育長から答弁いただきまして、必ずネットをかけなきゃならないんだとおっし

ゃっていたんですけれども、さくら市のほうなんかはネットがかかってないんです。ただ、そ

ういったもので、やっぱり子供たちに限らずその周りの環境に対する配慮というのはやはり必

要だと思います。その中でいろいろ検討していただいて、子供や大人が遊べて運動できるよう

な設備を私は要望しているといったような感じであります。 

 それでまた、市ではスポーツ振興をどうしたらいいかとか、どのスポーツを振興したらいい

んだと前に一般質問でゴルフとかという話が、どなたかの質問で出たりしたんですけれども、

それを教えてくれるコーチだったりとか、そういったことをやっぱこう人材あって、スポーツ

振興というのはできるんだと思うんですけれども、例えば、今、このバスケットボールに関し

て話しさせていただいたんですけれども、例えば適切な用地があってどこかのスポーツ団体か

ら、それもサッカーか何だかバトミントンだかテニスだか分からないんですけど、そういう要

望があったら、なるべくやっぱり、何かそういった運動設備をつくるような、そういった要望

があれば、その運動設備の設置を推し進める材料にはなりうるといった理解でよろしいですか。

単純な話なんですけれども。 

○議長（久保居光一郎）  菊池生涯学習課長。 

○生涯学習課長（菊池義夫）  スポーツの振興という観点から答弁させていただくと、箱物

というふうな考え方ではなくて、私どもが来年から具体的に進めていきたいと思っていますの

は、一つにウオーキングです。これは手軽に運動不足の解消が図れるとか、自分のペースで行

うことができるとか、子供からお年寄りまで行えるとか、いろんな有利な点がございます。 

 ただ、今、１０月、１か月、オクトーバー・ランというものに登録していただいた方も市内

で１００名を超えました。そういった状況を見ますと、やはりこれから道具も要りませんし、

やっぱりそういった部分では、こういったスポーツの振興というのも考えていきたいなと実は
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担当レベルで今、協議しておりますので、御理解いただきたいと思います。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  今ウオーキングを進めていらっしゃって、同僚議員の、先輩議員さん

でも毎日歩ってらっしゃる方とかもいらっしゃるようなので、ぜひその面でもスポーツ振興と

して進めていっていただきたいなと思います。 

 ウオーキングの話が出たんでそれに関連してなんですけれども、以前もちょっとどこかでお

話しさせていただいたんですが、烏山城跡地、今、調査研究が終わって、そろそろいかに見せ

ていくかということを考えている最中だと思うんですけれども、そちらをなるべく環境に影響

が出ないようにうまく整備して、烏山城跡地を歩けるようなウオーキング・トレイルみたいな

のを造っていただければなと思います。 

 ウオーキングにだけ興味ある方は、単純にその山道を楽しめばいいですし、地形を楽しみな

がら、楽しみながら歩く方もいらっしゃるんじゃないかなと思うので、いろんな方が楽しめる

ような設備になり得ると思うんで、ぜひそういったことも併せて御検討していっていただけれ

ばと思います、そういうのはどうですか。 

○議長（久保居光一郎）  菊池生涯学習課長。 

○生涯学習課長（菊池義夫）  国体が間もなく開催されますが、その同じ年にデモンストレ

ーションということで、本市はウオーキング種目が決められております。そういった意味では、

スポーツの振興とプラス市の観光、それから文化、そういったものも感じていただくという意

味では、そういうコースも実はスポーツ振興員と今研究しているところでありまして、いろん

な意味でやっぱりにぎわいの創出にもつながっていくのかなと考えますので、よろしくお願い

いします。 

○議長（久保居光一郎）  ４番荒井浩二議員。 

○４番（荒井浩二）  まず、私は環境に負荷がかからないとこう申し上げたんですけど、時

間があるんでちょっとしゃべらせていただきたいんですけど、皆さん、日本のマチュピチュと

かって言われている竹田城とかを御存じですか、雲海の中に浮かぶ古城みたいな、あそこなん

か私も一度行ったことがあるんですけれども、あそこを私が行った後、しばらくしたら入場制

限がかかって入れなくなっちゃったんです。 

 あまりにも多くの人が訪れて山を歩いたせいで、地形が変わってしまったんです。なので、

そういったことにならないように、あらかじめそういったことを、もうせっかく造るんですか

ら、多くの人に来ていただきたいので、そういったことも予測して、そういった計画をもしや

っていただけるのであれば検討していただきたいと思います。 

 それで最後に、ＮＢＡの八村塁選手なんて皆さん御存じですか。大変活躍しております。あ
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の方だけのあれではないんですけども、バスケットボールというのは、今はサッカーや野球の

ように、子供が親しんでプロ選手へと憧れるようなスポーツになってきました。バスケットゴ

ールがあれば屋外イベントなんかでもプロ選手と触れ合う機会も設けたり、試合の誘致なんか

もできたりするかもしれないので、スリー・オン・スリーの、ストリートバスケットの試合も

誘致できたりするかもしれません。 

 本市におけるにぎわいやスポーツ振興を盛り上げるためにも、ぜひ検討を重ねて試験的にで

もいいので何かそういった取組を形にしていただければ幸いです。 

 そして、最後に以上２項目に関して質問させていただきました。今までぼんやりとして、う

やむやだった将来への不安がこのたびコロナ禍によって、よりはっきりした形で様々な形で危

機感として表れてまいりました。 

 このような激動の中で、失われていくものだったり、新たに取り入れていくものがあると思

うんですけれども、人が活動する中でのわくわくだけは常に維持していかなければならないと

思います。そのような願いを込めまして、まだ時間はあるんですけれども、私の一般質問終わ

りにさせていただきます。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（久保居光一郎）  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。次の本会議は、来

週８日火曜日午前１０時に開きます。 

 本日はこれで散会いたします。皆さんお疲れさまでございました。 

［午後 ２時０５分散会］ 
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